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市
の
自
治
の
振
興
又

は
公
益
の
増
進
に

ご
貢
献
さ
れ
た
方

長
年
の
功
労
を
た
た
え
て
21
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た

選奨特集号

〜
平
成
18
年
度
宇
陀
市
選
奨
式
〜

大
宇
陀
区
山
口

岡
　
一
夫
氏

氏
は
、
昭
和
38
年
５
月
か
ら
５

期
18
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
大

宇
陀
町
議
会
議
員
を
務
め
、
議
長
、

各
常
任
・
特
別
委
員
長
及
び
監
査

委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
５
年
６
月
か
ら
大
宇
陀
町

長
と
し
て
、
４
期
12
年
７
か
月
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
大
宇
陀
町
の

最
高
責
任
者
と
し
て
、
道
路
、
上

下
水
道
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
や

道
の
駅
宇
陀
路
大
宇
陀
関
連
施

設
、
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ
、
大
宇

陀
幼
児
園
、
ふ
れ
あ
い
交
流
ド
ー

ム
な
ど
の
整
備
、
さ
ら
に
は
松
山

地
区
の
歴
史
的
町
並
み
保
存
、
宇

陀
松
山
城
跡
の
史
跡
指
定
、
義
務

教
育
施
設
の
整
備
な
ど
積
極
的
に

大
宇
陀
町
の
文
化
、
観
光
、
産
業
、

教
育
の
発
展
や
社
会
福
祉
の
増
進

菟
田
野
区
宇
賀
志

梅

弘
氏

氏
は
、
昭
和
26
年
５
月
か
ら
40

年
11
か
月
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

奈
良
県
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励

さ
れ
、
こ
の
間
土
木
部
次
長
、
下

水
道
公
社
常
務
理
事
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
平
成
６
年
10
月
か

ら
４
年
７
か
月
間
、
菟
田
野
町
助

役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
７
月
か
ら
、
菟
田
野

町
長
と
し
て
２
期
６
年
６
か
月
間

に
わ
た
り
、
菟
田
野
町
の
最
高
責

任
者
と
し
て
、
道
路
な
ど
の
生
活

環
境
整
備
や
小
学
校
の
統
合
な
ど

を
行
い
、
積
極
的
に
菟
田
野
町
の

文
化
、
観
光
、
産
業
、
教
育
の
発

広報うだ　２

平
成
18
年
度
栄
え
あ
る
宇
陀
市
選
奨
を
受
章
さ
れ

た
21
名
の
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
18
年
１
月
１
日
に
大
宇
陀
町
、
菟
田

野
町
、
榛
原
町
、
室
生
村
の
３
町
１
村
に
よ
る
町
村

合
併
に
よ
り
宇
陀
市
が
誕
生
し
て
早
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

今
や
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来
や
経
済
構
造
の
変

化
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
大
き
な
変
革

期
の
潮
流
の
中
で
、
本
市
で
は
、
自
ら
が
考
え
、
そ

し
て
実
行
す
る
「
自
己
決
定
」
と
「
自
己
責
任
」
を

基
本
と
し
、
多
様
化
、
高
度
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
で
き
る
個
性
や
独
自
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
極
め
て
重
要

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
社
会
情
勢
、
あ

る
い
は
市
政
情
勢
に
あ
っ
て
、
こ
の
度
の
選
奨
を
お

受
け
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

市
の
将
来
像
を
見
据
え
た
新
し
い
展
望
に
立
ち
、
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
多
年
に
わ
た
る
ご
功
績

と
ご
貢
献
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
市
政
伸
展

の
た
め
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
宇
陀
市
は
、「
自
然
と
歴
史
と
文
化

が
共
生
す
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
日
の
ま
ち
の
繁
栄
は
、
先
人
た
ち
の

英
知
と
努
力
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
先
人
の
豊
か
な
心
に
学
び
つ
つ
、
市
の

発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
す
る
高
い
志
を
も

っ
た
数
多
く
の
人
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
選
奨
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、

ご
壮
健
で
あ
ら
れ
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
選
奨
の
こ

と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

選
奨
の
こ
と
ば

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
陀
市
の
誕
生
に
際
し

て
、
３
町
１
村
の
合
併
協
議
会
長

と
し
て
諸
問
題
を
克
服
し
、
平
成

18
年
１
月
１
日
の
新
市
発
足
に
ご

貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宇
陀
市

誕
生
か
ら
平
成
18
年
２
月
11
日
ま

で
の
間
、
宇
陀
市
長
職
務
執
行
者

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
11
日
、
宇
陀
市
文
化
会
館
で
「
平
成
18
年
度
宇
陀

市
選
奨
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
奨
に
当
た
っ
て
は
１
月
９
日
に
宇
陀
市
選
奨

審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
自
治
の
振
興
又
は
公
益
の

増
進
、
産
業
・
教
育
の
振
興
や
社
会
福
祉
の
増
進
、
議
会

議
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
や
自
治
会
長
と
し
て
長
き

に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
市
の
発
展
に
ご
貢
献

の
あ
っ
た
21
人
の
方
々
に
、
選
奨
状
と
選
奨
牌
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
小
林
一
三
市
議
会
議
長
、
田

中
惟
允
奈
良
県
議
会
議
員
、
各
地
域
自
治
区
の
連
合
自
治

会
長
を
お
迎
え
し
、
受
章
者
の
方
々
に
選
奨
状
と
選
奨
牌

が
贈
呈
さ
れ
、
前
田
市
長
が
功
績
を
た
た
え
感
謝
の
意
を

述
べ
、
小
林
市
議
会
議
長
、
田
中
県
議
会
議
員
の
お
二
人

か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
章
者

を
代
表
し
て
、
梅
　
弘
さ
ん
が
受
章
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら

れ
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

選
奨
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

宇陀市長
前田禎郎



大
宇
陀
区
出
新

久
保
　
伊
一
氏

氏
は
、
３
０
０
年
あ
ま
り
の

歴
史
を
も
つ
酒
蔵
久
保
本
家
の

当
主
と
し
て
、
そ
の
長
き
に
わ

た
る
伝
統
を
基
に
、
卓
越
し
た

酒
造
業
の
知
識
と
技
術
、
経
験

を
生
か
し
、
産
業
振
興
に
ご
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
46
年
か
ら
２
期
８
年
間

に
わ
た
り
、
大
宇
陀
町
議
会
議

員
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
各

常
任
・
特
別
委
員
長
を
歴
任
さ

れ
地
方
自
治
の
振
興
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
52
年
か
ら
２
年

間
、
大
宇
陀
町
消
防
委
員
と
し

市
の
産
業
の
振
興
に

ご
貢
献
さ
れ
た
方

室
生
区
大
野

奥
本
　

氏

氏
は
、
昭
和
59
年
２
月
か
ら

２
期
６
年
間
に
わ
た
り
、
室
生

村
議
会
議
員
を
務
め
、
平
成
２

年
５
月
か
ら
平
成
17
年
12
月
31

日
合
併
に
よ
る
閉
村
ま
で
４
期

15
年
８
か
月
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
室
生
村
長
と
し
て
村
政
の

発
展
に
邁
進
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
道
路
交
通
網
の
整

備
を
は
じ
め
、
水
道
施
設
・
ゴ

ミ
処
理
施
設
等
の
生
活
基
盤
整

室
生
区
大
野

故
笹
尾
　
保
博
氏

氏
は
、
昭
和
63
年
２
月
の
当

選
以
来
３
期
11
年
２
か
月
間
に

わ
た
る
室
生
村
議
会
議
員
の
就

任
を
経
て
、
平
成
11
年
４
月
に

は
奈
良
県
議
会
議
員
に
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

村
議
会
で
は
議
長
等
を
歴
任

し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
貢

献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
基

盤
の
早
期
整
備
に
取
り
組
ま

れ
、
県
議
会
在
任
中
の
７
年
２

か
月
の
間
に
は
、
環
境
廃
棄
物

対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
及
び

建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
等
を

歴
任
さ
れ
、
奈
良
県
は
も
と
よ

り
、
特
に
宇
陀
地
域
の
振
興
・

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。と

り
わ
け
道
路
交
通
網
の
整

備
に
お
い
て
は
、
国
道
３
６
９

号
榛
原
バ
イ
パ
ス
、
や
ま
な
み

ロ
ー
ド
及
び
栂
坂
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
早
期
完
成
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
51
年
の
室
生
村

榛
原
区
福
西

浦
田
　
長
保
氏

氏
は
、
酪
農
に
従
事
さ
れ

る
と
と
も
に
、
昭
和
53
年
７

月
か
ら
２
期
６
年
間
、
榛
原

町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

昭
和
62
年
４
月
か
ら
榛
原
町

酪
農
組
合
長
に
、
平
成
９
年

４
月
か
ら
奈
良
県
酪
農
農
業

協
同
組
合
副
組
合
長
に
就
任

さ
れ
る
な
ど
数
々
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
卓
越
し
た
農
業

の
知
識
と
技
術
、
経
験
を
生

か
し
、
地
域
農
業
の
基
盤
づ

く
り
に
ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
酪
農
に
従
事
し
獣

医
師
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

家
畜
の
飼
育
技
術
の
指
導
に

は
惜
し
み
な
く
ご
尽
力
さ
れ
、

地
元
畜
産
業
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

３　広報うだ　２００７.3

展
や
社
会
福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
日
の
合
併
に
お
い

て
も
、
地
方
分
権
の
進
展
を
捉
ま

え
精
力
的
か
つ
献
身
的
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
、
新
生
宇
陀
市
誕
生

の
実
現
に
ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
３
月
か
ら
は
、
宇
陀

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任

さ
れ
、
市
民
の
方
々
が
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

備
、
産
業
振
興
施
設
や
地
域

間
・
世
代
間
交
流
促
進
施
設
の

整
備
な
ら
び
に
福
祉
・
医
療
の

充
実
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、

村
政
推
進
に
全
力
を
傾
け
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
芸
術
と
い
う
新

た
な
視
点
か
ら
の
過
疎
対
策
事

業
と
し
て
「
む
ろ
う
ア
ー
ト
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
計
画
」を
策
定
し
、

山
上
公
園
整
備
を
中
心
に
ひ
と

と
自
然
と
が
共
生
す
る
現
代
の

理
想
郷
を
め
ざ
す
地
域
振
興
施

策
を
展
開
さ
れ
る
ほ
か
、
少
子

化
に
よ
り
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
小
学
校
跡
地
の
再
生
計

画
に
も
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
日
の
合
併
に
お

い
て
も
、
地
方
分
権
の
進
展
を

捉
ま
え
精
力
的
か
つ
献
身
的
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
新
生
宇

陀
市
誕
生
の
実
現
に
ご
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

消
防
団
入
団
以
後
、
昭
和
59

年
か
ら
12
年
の
長
き
に
わ
た

り
室
生
村
消
防
団
長
に
就
任

さ
れ
、
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
を
は
じ
め
数
多
く
の
表
彰

を
受
け
ら
れ
、
地
域
防
災
力
の

強
化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

て
、
消
防
施
設
の
整
備
及
び

消
防
資
機
材
の
充
実
を
推
進

さ
れ
、
地
域
の
防
災
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。



岡
保
彦
（
同
ア
ー
ト
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
推
進
室
長
）

■
課
長
補
佐
級

【
市
役
所
】

▽
財
務
部
税
務
課
長
補
佐

笹
尾
茂
寿
（
大
宇
陀
地
域
事

務
所
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
市

民
環
境
部
市
民
生
活
課
長
補

佐
　
大
谷
佐
江
（
榛
原
地
域

事
務
所
企
画
総
務
課
長
補

佐
）
▽
農
林
商
工
部
産
業
振

興
課
長
補
佐
　
安
達
宗
弘

（
農
林
商
工
部
産
業
企
画
課

長
補
佐
）
▽
同
地
籍
調
査
課

長
補
佐
　
嶋
田
敏
昭
（
榛
原

地
域
事
務
所
企
画
総
務
課
付

文
化
体
育
事
業
団
派
遣[

平
成

子
供
の
も
り
公
園]

）
▽
土
木

部
建
設
課
長
補
佐
　
太
田
勝

三
（
同
維
持
管
理
課
長
補
佐
）

▽
水
道
局
総
務
課
長
補
佐

中
嶋
進
（
市
民
環
境
部
市
民

生
活
課
長
補
佐
）

【
大
宇
陀
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
補
佐
　
谷

口
誠
良
（
大
宇
陀
地
域
事
務

所
企
画
総
務
課
長
補
佐
）
▽

地
域
市
民
課
長
補
佐
　
森
岡

則
子
（
同
市
民
環
境
課
長
補

佐
）

【
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
長
補
佐
　
出

山
良
樹
（
大
宇
陀
地
域
教
育

事
務
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
所
長
補
佐
）

【
菟
田
野
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
補
佐
　
薄

木
千
里
（
菟
田
野
地
域
事
務

所
企
画
総
務
課
長
補
佐
）
▽

地
域
市
民
課
長
補
佐
　
中
西

智
恵
子
（
同
市
民
環
境
課
長

補
佐
）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
補
佐
　
埜

中
啓
義
（
榛
原
地
域
事
務
所

企
画
総
務
課
長
補
佐
）
▽
同

付
文
化
体
育
事
業
団
派
遣[

総

務
課]

樋
口
裕
彦
（
市
民
環

境
部
市
民
生
活
課
長
補
佐
）

▽
同[

平
成
子
供
の
も
り
公

園]

福
田
良
昭
（
榛
原
地
域

事
務
所
企
画
総
務
課
付
文
化

体
育
事
業
団
派
遣[

総
務
課]

）

▽
土
木
建
設
課
長
補
佐
　
井

上
義
尚
（
農
林
商
工
部
地
籍

調
査
課
長
補
佐
）
▽
同
　
井

上
雅
章
（
榛
原
地
域
事
務
所

維
持
管
理
課
長
補
佐
）

【
室
生
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
補
佐
　
今

西
聡
悟
（
室
生
地
域
事
務
所

企
画
総
務
課
長
補
佐
）
▽
同

ア
ー
ト
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
推
進

室
長
補
佐
　
小
路
佐
智
代

（
同
ア
ー
ト
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

推
進
室
長
補
佐
）
▽
市
民
環

境
課
長
補
佐
　
井
峯
美
早
恵

（
同
農
林
商
工
課
長
補
佐
）

▽
農
林
商
工
課
長
補
佐
　
馬

出
浩
（
同
建
設
課
長
補
佐
）

▽
建
設
課
長
補
佐
　
亀
井
み

や
子
（
同
市
民
環
境
課
長
補

佐
）

協
議
会
大
宇
陀
支
所
派
遣
）

【
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
主

幹
　
小
峠
清
子
（
大
宇
陀
地

域
事
務
所
福
祉
課
付
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
派
遣
）

【
菟
田
野
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
　
福
田
和

弥
（
菟
田
野
地
域
事
務
所
企

画
総
務
課
長
）
▽
同
メ
イ
プ

ル
パ
ー
ク
準
備
室
長
　
松
下

美
惠
子
（
同
市
民
環
境
課
長
）

▽
地
域
市
民
課
長
　
内
田
千

鶴
子
（
同
農
林
商
工
課
長
）

▽
農
林
商
工
課
長
　
西
田
光

宏
（
同
福
祉
課
長
）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
　
大
西
茂

（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会

教
育
課
主
幹
）
▽
同
付
文
化

体
育
事
業
団
派
遣[

総
務
課]

古
野
俊
一
（
榛
原
地
域
事
務

所
企
画
総
務
課
付
文
化
体
育

事
業
団
派
遣[

総
務
課]

）
▽

同[
平
成
子
供
の
も
り
公
園]

乾
泰
久
（
同[

平
成
子
供
の
も

り
公
園]
）
▽
農
林
商
工
課
長

坂
本
憲
清
（
同
農
林
商
工
課

主
幹
）
▽
土
木
建
設
課
長

宮
下
公
一
（
同
維
持
管
理
課

長
）
▽
同
主
幹
　
小
野
眞
治

（
同
主
幹
）

【
室
生
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
　
椿
井
俊

二
（
室
生
地
域
事
務
所
企
画

総
務
課
長
）
▽
同
ア
ー
ト
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
推
進
室
長
　
松

同
市
民
福
祉
課
主
幹
　
樋
口

光
重
（
榛
原
地
域
事
務
所
企

画
総
務
課
付
文
化
体
育
事
業

団
派
遣[

総
務
課]

）
▽
農
林

商
工
部
次
長[

地
籍
調
査
課
長

事
務
取
扱]

太
田
政
幸
（
土

木
部
次
長[

監
理
課
長
事
務
取

扱]

）
▽
土
木
部
建
設
課
長

藤
本
隆
志
（
榛
原
地
域
事
務

所
土
木
建
設
課
長
）
▽
同
監

理
課
長
　
吉
村
泰
和
（
同
農

林
商
工
課
長
）
▽
介
護
老
人

保
健
施
設
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

事
務
長[

庶
務
課
長
事
務
取

扱]

上
田
順
啓
（
市
民
環
境

部
次
長[

市
民
生
活
課
長
事
務

取
扱]

）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
社
会
教
育
課
主
幹
　
山
本

富
男
（
健
康
福
祉
部
市
民
福

祉
課
付
社
会
福
祉
協
議
会
榛

原
支
所
派
遣
）

【
大
宇
陀
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
　
高
尾
晃

（
大
宇
陀
地
域
事
務
所
企
画

総
務
課
長
）
▽
同
主
幹
　
東

勲
（
同
地
域
振
興
課
長
）
▽

同
地
域
市
民
課
長
　
松
井
正

司
（
同
市
民
環
境
課
長
）
▽

同
主
幹
　
山
本
康
代
（
同
福

祉
課
長
）
▽
同
付
社
会
福
祉

協
議
会
大
宇
陀
支
所
派
遣

吉
岡
義
明
（
同
付
社
会
福
祉

■
部
長
級

【
市
役
所
】

▽
農
林
商
工
部
参
事
　
穴
田

宗
宏
（
農
林
商
工
部
次
長[

産

業
企
画
課
長
事
務
取
扱]
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長
・

菟
田
野
地
域
教
育
事
務
所
長

兼
務

中
田
進
（
教
育
委
員

会
事
務
局
長
）

■
次
長
・
課
長
・
主
幹
級

【
市
役
所
】

▽
総
務
部
人
事
課
長
　
桝
田

守
弘
（
介
護
老
人
保
健
施
設

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
事
務
長
心

得[

庶
務
課
長
事
務
取
扱]

）

▽
財
務
部
財
政
課
主
幹
　
井

上
裕
博
（
榛
原
地
域
事
務
所

企
画
総
務
課
長
）
▽
同
　
増

田
忠
昭
（
総
務
部
人
事
課
長
）

▽
市
民
環
境
部
市
民
生
活
課

長
　
徳
田
準
一
（
土
木
部
建

設
課
長
）
▽
同
主
幹
　
欅
啓

典
（
榛
原
地
域
事
務
所
企
画

総
務
課
主
幹
）
▽
健
康
福
祉

部
次
長[

生
活
保
護
担
当]

中
村
好
三
（
農
林
商
工
部
次

長[

地
籍
調
査
課
長
事
務
取

扱]

）
▽
同
付
社
会
福
祉
協
議

会
榛
原
支
所
派
遣
　
喜
久
山

朝
一
郎
（
健
康
福
祉
部
次
長

福
祉
事
務
所
次
長
兼
務
）
▽

宇
陀
市
人
事
異
動

10
月
１
日
付
　
（

）
内
は
旧
任
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■
主
任
級

【
宇
陀
市
役
所
】

▽
市
民
環
境
部
市
民
生
活
課

主
任
　
藤
原
惠
（
市
立
病
院

医
務
課
主
任
）
▽
健
康
福
祉

部
市
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り

対
策
室
主
任
　
本
田
麻
里

（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会

教
育
課
主
任
）
▽
同
榛
原
保

健
セ
ン
タ
ー
主
任
　
井
上
寿

美
子
（
健
康
福
祉
部
市
民
福

祉
課
榛
原
北
保
育
園
主
任
）

▽
土
木
部
営
繕
課
主
任
　
太

田
幸
雄
（
土
木
部
建
設
課
主

任
）
▽
市
立
病
院
庶
務
課
主

任
　
長
田
滋
朗
（
健
康
福
祉

部
市
民
福
祉
課
榛
原
保
健
セ

ン
タ
ー
主
任
）
▽
水
道
局
工

務
課
主
任
　
菊
岡
親
浩
（
大

宇
陀
地
域
事
務
所
農
林
商
工

課
主
任
）
▽
同
浄
水
課
主
任

吉
村
好
之
（
水
道
局
工
務
課

主
任
）
▽
出
納
室
主
任
　
藤

村
節
子
（
榛
原
地
域
事
務
所

企
画
総
務
課
主
任
）

【
大
宇
陀
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
主
任
　
小
林

博
文
（
大
宇
陀
地
域
事
務
所

企
画
総
務
課
主
任
）
▽
同

山
岡
宏
充
（
同
）
▽
同
　
●

明
美
（
同
地
域
振
興
課
主

任
・
企
画
総
務
課
兼
務
）
▽

地
域
市
民
課
主
任
　
東
百
合

香
（
同
市
民
環
境
課
主
任
）

▽
同
　
内
田
悦
子
（
同
）

【
菟
田
野
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
主
任
　
中
谷

彰
（
菟
田
野
地
域
事
務
所
企

画
総
務
課
主
任
）
▽
同
　
鍛

治
本
潤
（
同
）
▽
地
域
市
民

課
主
任
　
辻
本
優
美
子
（
同

市
民
環
境
課
主
任
）
▽
同

東
向
ひ
と
み
（
同
福
祉
課
主

任
）
▽
同
　
米
野
幸
也
（
同

市
民
環
境
課
主
任
）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
主
任
　
辻
本

瑞
枝
（
土
木
建
設
課
主
任
）

▽
同
　
登
峠
和
憲
（
同
企
画

総
務
課
主
任
）
▽
同
　
芳
林

隆
司
（
同
）
▽
同[

ふ
れ
ｉ
ギ

ャ
ラ
リ
ー]

奥
田
忠
男
（
同

[

ふ
れ
ｉ
ギ
ャ
ラ
リ
ー]

）
▽

同
付
文
化
体
育
事
業
団
派
遣

[

平
成
子
供
の
も
り
公
園]

大
西
由
起
子
（
同
付
文
化
体

育
事
業
団
派
遣[

平
成
子
供
の

も
り
公
園]

）
▽
土
木
建
設
課

主
任
　
桐
久
保
美
惠
子
（
同

維
持
管
理
課
主
任
）

【
室
生
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
主
任
　
勝
村

茂
之
（
室
生
地
域
事
務
所
企

画
総
務
課
主
任
）

■
一
般

【
市
役
所
】

▽
財
務
部
税
務
課
　
森
本
幸

子
（
菟
田
野
地
域
事
務
所
企

画
総
務
課
）
▽
同
　
松
本
太

志
（
同
福
祉
課
）
▽
企
画
調

整
部
企
画
調
整
課
　
田
中

●
人
（
財
務
部
財
政
課
）
▽

健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課

小
野
綾
子
（
市
立
病
院
医
務

課
）
▽
同
市
民
福
祉
課
　
西

山
澄
代
（
健
康
福
祉
部
市
民

福
祉
課
榛
原
保
健
セ
ン
タ

ー
）
▽
同
　
山
岡
茂
之
（
大

宇
陀
地
域
事
務
所
福
祉
課
）

▽
同
　
新
島
和
義
（
室
生
地

域
事
務
所
保
健
福
祉
課
・
福

祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー
）
▽

同
榛
原
保
健
セ
ン
タ
ー
　
山

岡
一
之
（
市
立
病
院
庶
務
課
）

▽
農
林
商
工
部
産
業
振
興
課

林
英
一
郎
（
農
林
商
工
部
産

業
企
画
課
）
▽
同
　
大
向
宏

和
（
同
）
▽
水
道
局
工
務
課

曽
輪
智
夫
（
榛
原
地
域
事
務

所
土
木
建
設
課
）
▽
同
浄
水

課
　
南
浦
正
彦
（
菟
田
野
地

域
事
務
所
企
画
総
務
課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
教
育
総
務
課
　
木
戸
千
秋

（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会

教
育
課
）
▽
社
会
教
育
課

笹
尾
陽
子
（
室
生
地
域
事
務

所
ア
ー
ト
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
推

進
室
）

【
大
宇
陀
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
　
松
本
淳
二

（
大
宇
陀
地
域
事
務
所
企
画

総
務
課
）
▽
同
　
山
中
淳

（
同
）
▽
同
　
松
本
有
子

（
同
）
▽
地
域
市
民
課
　
泉

岡
善
則
（
同
市
民
環
境
課
）

▽
同
　
井
戸
克
昌
（
同
）
▽

同
　
山
下
正
彦
（
同
福
祉
課
）

▽
同
　
太
田
泉
（
同
）
▽
農

林
商
工
課
　
山
田
誠
（
同
地

域
振
興
課
）

【
菟
田
野
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
　
林
雅
子

（
菟
田
野
地
域
事
務
所
企
画

総
務
課
）
▽
同
　
元
屋
多
絵

（
同
）
▽
同
メ
イ
プ
ル
パ
ー

ク
準
備
室
　
高
台
晴
彦
（
同
）

▽
同
　
隅
田
博
樹
（
菟
田
野

地
域
教
育
事
務
所
地
域
教
育

課
）
▽
地
域
市
民
課
　
米
野

幸
也
（
菟
田
野
地
域
事
務
所

市
民
環
境
課
）
▽
同
　
近
江

伸
介
（
同
福
祉
課
）
▽
同

田
中
麻
智
（
同
）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
　
城
井
眞
美

（
出
納
室
）
▽
同
付
文
化
体

育
事
業
団
派
遣[

総
務
課]

勝
村
浩
之
（
榛
原
地
域
事
務

所
企
画
総
務
課
付
文
化
体
育

事
業
団
派
遣[

総
務
課]

）
▽

同[

平
成
子
供
の
も
り
公
園]

鷲
家
保
（
同[

平
成
子
供
の
も

り
公
園]

）
▽
同
　
嶌
田
基
行

（
同
）
▽
土
木
建
設
課
　
藤

田
か
お
り
（
同
維
持
管
理
課
）

【
室
生
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
　
橋
岡
延
代

（
室
生
地
域
事
務
所
企
画
総

務
課
）
▽
同
　
植
松
靖
雅

（
同
）
▽
同
　
今
西
宏
彰

（
同
）
▽
同
ア
ー
ト
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
推
進
室
　
織
貴
彦

（
同
ア
ー
ト
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

推
進
室
）
▽
同
　
岡
島
善
人

（
同
）
▽
同
　
辻
本
泰
久

（
同
）

■
技
能
労
務
職

【
教
育
委
員
会
】

▽
社
会
教
育
課[

中
央
公
民
館

榛
原
分
館]

岩
谷
惠
美
子

（
市
立
病
院
庶
務
課
）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
　
楚
阪
め
ぐ

み
（
榛
原
地
域
事
務
所
企
画

総
務
課
）
▽
同
付
文
化
体
育

事
業
団
派
遣[

総
務
課]

辻

本
嘉
秀
（
同
付
文
化
体
育
事

業
団
派
遣[

総
務
課]

）
▽

同
　
吉
田
美
津
子
（
同
）
▽

土
木
建
設
課
　
上
林
嘉
昭

（
同
維
持
管
理
課
）
▽
同

小
笠
原
年
之
（
同
）

【
室
生
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
　
丸
谷
辰
行

（
室
生
地
域
事
務
所
企
画
総

務
課
）

【
退
職
】

■
部
長
級

▽
西
岡
博
文
（
教
育
委
員
会

事
務
局
参
事
・
菟
田
野
地
域

教
育
事
務
所
長
兼
務
）

■
課
長
級

▽
片
山
博
子
（
榛
原
地
域
事

務
所
企
画
総
務
課
主
幹[

ふ
れ

ｉ
ギ
ャ
ラ
リ
ー]

）

■
主
任
級

▽
杉
森
一
樹
（
教
育
委
員
会

事
務
局
大
宇
陀
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
主
任
）

5 広報うだ　２００６.11



榛
原
区
長
峯

出
口
　
宗
也
氏

氏
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
政

治
及
び
選
挙
に
関
し
公
正
な
識

見
を
有
し
、
平
成
元
年
５
月
か

ら
17
年
８
か
月
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
榛
原
町
選
挙
管
理
会
委

員
と
し
て
、
ま
た
こ
の
間
平
成

12
年
３
月
か
ら
同
委
員
長
と
し

て
、
数
多
く
の
選
挙
に
お
い
て

選
挙
長
や
投
票
・
開
票
管
理
者

な
ど
、
そ
の
立
場
の
最
高
責
任

者
と
し
て
、
そ
の
責
務
を
全
う

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
明
る
い
選
挙
を
推

大
宇
陀
区
野
依

丸
岡
　
繁
一
氏

氏
は
、
平
成
４
年
４
月
か
ら

13
年
10
か
月
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
大
宇
陀
町
内
原（
中
）区
自

治
会
長
と
し
て
住
民
の
融
和
を

図
ら
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
の

た
め
多
大
な
ご
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
昭
和
49
年
１
月
か
ら

５
年
間
、
大
宇
陀
町
消
防
団
分

団
長
と
し
て
、
昭
和
54
年
１
月

か
ら
４
年
間
、
大
宇
陀
町
消
防

団
副
団
長
と
し
て
、
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防

精
神
に
徹
し
、
地
域
の
防
災
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
第
２
条
第
８
号
に

該
当
さ
れ
た
方

大
宇
陀
区
麻
生
田

柏
木
　
弘
次
氏
　

氏
は
、
昭
和
62
年
５
月
か
ら

５
期
18
年
８
か
月
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
大
宇
陀
町
議
会
議
員

を
務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
議
長
、

副
議
長
、
各
常
任
・
特
別
委
員

長
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
62
年
６

月
か
ら
２
年
間
社
会
教
育
委
員

に
、
平
成
11
年
５
月
か
ら
４
年

間
監
査
委
員
に
、
平
成
17
年
に

は
農
業
委
員
会
委
員
に
選
任
さ

れ
、
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
、

行
財
政
の
公
正
な
運
営
、
地
域

農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
ほ

か
、今
日
の
合
併
に
お
い
て
も
、

地
方
分
権
の
進
展
を
捉
ま
え
、

諸
問
題
に
取
り
組
ま
れ
、
新
生

宇
陀
市
誕
生
の
実
現
に
ご
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
１
月
１

日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
間
、

宇
陀
市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ

榛
原
区
萩
原

松
本
　
秀
夫
氏

氏
は
、
平
成
12
年
４
月
か
ら

６
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
榛

原
町
鳥
見
町
自
治
会
長
と
し
て

住
民
の
融
和
を
図
ら
れ
、
地
域

社
会
の
発
展
の
た
め
多
大
な
ご

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
町
道
上
萩
原
玉
立
線
の

拡
幅
改
良
工
事
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
熱
心
に
協
議
を
重
ね

ら
れ
、
地
域
住
民
の
交
通
の
安

全
確
保
や
道
路
交
通
の
整
備
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。現
在
も
、

生
活
安
全
推
進
委
員
な
ど
を
務

め
ら
れ
、
地
域
の
防
犯
意
識
の

向
上
や
安
全
で
安
心
で
き
る
住

よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
力
を
注

が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
63
年
４
月
か
ら

13
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
奈

良
農
林
統
計
協
会
事
務
局
長
に

就
任
さ
れ
、
平
成
４
年
10
月
に

統
計
事
務
功
労
者
と
し
て
農
林

水
産
経
済
局
か
ら
感
謝
状
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
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大
宇
陀
区
守
道

松
井
　
久
光
氏

氏
は
、
平
成
３
年
５
月
か
ら

４
期
14
年
８
か
月
の
長
き
に
わ

た
り
、
大
宇
陀
町
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
議
長
、

副
議
長
、
各
常
任
・
特
別
委
員

長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
９
年
６

月
か
ら
２
年
間
社
会
教
育
委
員

に
、
平
成
15
年
５
月
か
ら
２
年

８
か
月
間
監
査
委
員
に
選
任
さ

れ
、
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
、

行
財
政
の
公
正
な
運
営
の
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
ほ
か
、
今
日
の

合
併
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権

の
進
展
を
捉
ま
え
、
諸
問
題
に

取
り
組
ま
れ
、
新
生
宇
陀
市
誕

生
の
実
現
に
ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
１
月
１

日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
間
、

宇
陀
市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
２
年
７

月
か
ら
３
年
間
、
大
宇
陀
町
農

業
委
員
会
委
員
に
、
平
成
15
年

１
月
か
ら
２
年
間
、
大
宇
陀
町

条
例
第
２
条
第
５
号
に

該
当
さ
れ
た
方

守
道
地
区
自
治
会
長
、
大
宇
陀

町
連
合
自
治
会
役
員
を
務
め
ら

れ
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
社

会
の
発
展
に
ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２
年
か
ら
は
、

地
域
安
全
推
進
員
大
宇
陀
支

部
長
を
、
平
成
14
年
１
月
か

ら
４
年
間
、
交
通
安
全
協
会

大
宇
陀
分
会
長
を
務
め
ら
れ
、

地
域
の
防
犯
対
策
、
交
通
安

全
思
想
の
啓
蒙
・
啓
発
活
動

に
参
画
さ
れ
、
警
察
行
政
の

推
進
に
ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

進
す
る
た
め
率
先
し
て
街
頭
に

立
ち
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、

選
挙
の
管
理
執
行
又
は
啓
発
運

動
に
顕
著
な
ご
功
績
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
11
月
に

選
挙
関
係
功
労
者
と
し
て
、
総

務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

条
例
第
２
条
第
７
号
に

該
当
さ
れ
た
方
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◆
宇
陀
市
代
替
バ
ス
事
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

道
路
運
送
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
生
活
交
通
を
維
持
・
確
保
す

る
た
め
、
市
バ
ス
等
に
よ
る
有
償

運
送
を
可
能
と
す
る
登
録
制
度
の

創
設
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
閲
覧
請
求
等
の
分
類
が
「
国
、

地
方
公
共
団
体
か
ら
請
求
」
と

「
法
人
・
個
人
か
ら
の
請
求
」
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
改
正
さ
れ
ま

・
県
議
会
議
員
選
挙
執
行
経
費
（

７，
１
４
４
千
円
）

・
心
身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
母
子

医
療
費
（
１
５，
２
７
７
千
円
）

・
病
院
事
業
特
別
会
計
他
他
会
計

繰
出
金
（
８
２，
３
８
９
千
円
）

・
可
燃
性
ご
み
処
理
・
不
燃
焼
物

収
集
処
理
委
託
料
（
６，
７
５

９
千
円
）

・
森
林
環
境
税
緊
急
間
伐
事
業

（
４，
６
７
３
千
円
）

・
宇
陀
広
域
消
防
組
合
負
担
金

（
２
１，
５
３
２
千
円
）

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
準
備

経
費
（
２，
３
１
６
千
円
）

・
災
害
復
旧
事
業
費
（
３
２，
２

０
０
千
円
）

・
地
方
債
借
換
え
に
よ
る
繰
上
償

還
金
（
３，
２
６
８，
０
０
０
千

円
）

・
職
員
人
件
費
（
△
１
６，
０
０

０
千
円
）

２
　
歳
入

・
地
方
交
付
税
（
１
５
０，
０
８

２
千
円
）

・
分
担
金
及
び
負
担
金
（
４，
７

２
３
千
円
）

・
県
支
出
金
（
４
５，
３
２
２
千

円
）

・
市
債
（
３，
２
６
８，
０
０
０
千

円
）

◆
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

人
件
費
２
１
５
千
円
の
増
額

で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
３
４，

３
１
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設

立
準
備
負
担
金
１，
３
５
６
千
円

の
増
額
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
４，
１
５
２，
３
９
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

前
年
度
保
険
給
付
費
の
国
、
県

の
負
担
金
の
精
算
に
よ
る
９，
１

０
０
千
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
２，
６
０
８，
０
６
１

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

田
原
簡
水
道
事
業
等
の
追
加
工

事
費
、
人
件
費
、
用
地
購
入
費
等

３
７，
１
２
０
千
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
１，
１
０

８，
３
６
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
支
は
、
一
般
会
計
負

担
金
の
増
額
に
よ
る
財
源
振
替
で

す
。
ま
た
、
資
本
的
支
出
で
は
、

内
視
鏡
等
の
医
療
機
器
購
入
費
３

０，
０
０
０
千
円
の
増
額
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
１
８
３，
２

４
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
支
は
、
人
件
費
、
経

費
等
２，
０
０
０
千
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
４
７
３，

０
０
０
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

収
益
的
収
支
は
、
人
件
費
１
６，

０
０
０
千
円
の
増
額
で
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
５
３
５，
７
０
０

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日

間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年

度
の
補
正
予
算
、
条
例
・
規
約
の

制
定
及
び
一
部
改
正
な
ど
の
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議

案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第4回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

専
　
決
　
処
　
分

予
　
算
　
関
　
係

条
例
制
定
な
ど

し
た
。

【
平
成
18
年
度
補
正
予
算
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
職
員
の

退
職
な
ど
に
伴
う
人
件
費
・
病
院

等
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
宇

陀
広
域
消
防
組
合
負
担
金
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
準
備
経
費
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業

費
、
そ
の
他
急
を
要
す
る
事
務
事

業
経
費
の
増
減
並
び
に
地
方
債
の

繰
上
償
還
の
補
正
を
行
い
、
３，

４
７
２，
２
６
８
千
円
の
増
額
及

び
地
方
債
の
追
加
で
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
２
４，
０
５
５，
７
３

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（

）
内
は
予
算
額

１
　
歳
出

・
選
奨
式
典
関
係
経
費
及
び
下
芳

野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
費
補
助
金
（
５，
０
９

５
千
円
）

【
条
例
】

◆
宇
陀
市
選
奨
条
例
の
制
定

市
の
た
め
に
貢
献
し
た
功
績
が

特
に
顕
著
な
者
を
表
彰
す
る
た
め

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定

市
政
の
適
正
、
円
滑
な
運
営
を

図
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護

す
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
副
市
長
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
制
定

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、「
助
役
」
が
「
副
市
長
」
と

名
称
変
更
さ
れ
、
定
数
を
１
人
と

定
め
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定関
係
す
る
条
例
を
一
括
し
て
整

理
す
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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◆
宇
陀
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定

め
る
条
例
の
制
定

次
の
契
約
に
つ
い
て
は
５
年
以

内
の
長
期
継
続
契
約
が
締
結
で
き

る
よ
う
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
電
子
計
算
機
、
複
写
機
そ
の
他

事
務
用
機
器
の
借
入
れ
契
約

・
電
子
計
算
機
の
保
守
業
務
又
は

運
用
業
務
の
委
託
契
約

・
庁
舎
の
管
理
業
務
の
委
託
契
約

◆
宇
陀
市
文
化
芸
術
活
動
体
験
交

流
施
設
条
例
の
制
定

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
旧

田
口
小
学
校
（
室
生
区
）
校
舎
跡

を
利
用
し
、
文
化
芸
術
活
動
体
験

を
通
じ
た
地
域
間
交
流
施
設
を
設

置
し
、
利
用
や
管
理
運
営
を
定
め

る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費
用
弁

償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

選
奨
審
査
会
等
の
設
置
に
伴

い
、
こ
れ
ら
の
委
員
報
酬
等
を
定

め
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

学
校
給
食
提
供
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
現
在
４
箇
所
あ
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
本
年
４
月
１
日

か
ら
南
宇
陀
（
大
宇
陀
区
）
と
北

宇
陀
（
榛
原
区
）
の
２
箇
所
に
す

る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
】

（

）
内
は
指
定
管
理
者

◆
宇
陀
市
文
化
会
館
（
7
宇
陀
市

文
化
体
育
事
業
団
）

◆
宇
陀
市
毛
皮
革
屑
処
理
施
設

（
毛
屑
・
ニ
ベ
処
理
組
合
）

◆
宇
陀
市
文
化
芸
術
活
動
体
験
交

流
施
設
（
田
口
小
学
校
跡
活
用

委
員
会
）

【
そ
の
他
】

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と

道
路
陥
没
に
よ
る
車
両
損
傷
に

対
し
、
相
手
方
と
和
解
し
損
害
賠

償
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立

◆
宇
陀
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部

改
正

文
化
会
館
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
に
収
入
役
を
置
か
な
い

条
例
の
廃
止

収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
収
入
役
を
置
か
な
い

条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

【
規
約
】

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
宇
陀
市
が
加
入
す
る
10
組
合

の
規
約
に
つ
い
て
、
収
入
役
の
廃

止
と
、
会
計
管
理
者
に
関
す
る
こ

と
、
監
査
委
員
の
定
数
に
関
す
る

こ
と
な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

【
財
産
の
取
得
】

◆
史
跡
宇
陀
松
山
城
跡
史
跡
用
地

取
得
に
係
る
も
の

大
宇
陀
区
内
の
宇
陀
松
山
城
跡

が
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
宇
陀
市
の
新
し
い
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
、
城
郭
を

活
か
し
た
歴
史
公
園
と
し
て
整
備

を
行
う
た
め
の
事
業
用
地
を
取
得

す
る
も
の
で
す
。

◆
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施

設
整
備
事
業
に
係
る
も
の

「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
事
業
」
の
端
末
機
器
等

を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
事
務
を

県
下
全
市
町
村
が
、
共
同
処
理
す

る
た
め
、
設
立
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
の
提
出
】

次
の
４
件
の
意
見
書
を
可
決

し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

◆
「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
」
設
置
の

早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

◆
「
法
テ
ラ
ス
」
の
更
な
る
体
制

整
備
・
充
実
を
求
め
る
意
見
書

◆
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
と
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

◆
医
師
・
看
護
師
等
の
増
員
を
求

め
る
意
見
書

市
営
榛
原
斎
場
の
管
理
運

営
は
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
お
り
、
故
人
と

の
最
後
の
お
別
れ
を
す
る
神
聖
な

祭
事
場
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
契

約
時
に
シ
ル
バ
ー
に
対
し
、
ご
遺

族
や
ご
親
族
に
不
快
感
を
持
た
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
シ
ル
バ
ー
に
対
し
研
修
等

も
踏
ま
え
て
更
な
る
指
導
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
に
つ
い
て

地
元
自
治
会
の
要
請
で
水

路
清
掃
に
消
防
用
小
型
ポ
ン

プ
等
が
使
用
さ
れ
た
た
め
、
緊
急

会
議
を
招
集
し
、
消
防
団
活
動
に

お
け
る
注
意
事
項
を
周
知
徹
底
す

る
団
長
通
達
が
出
さ
れ
た
。

消
防
の
水
利
確
保
と
違
い
、
地

域
の
清
掃
作
業
は
公
務
と
は
言
え

ず
、
今
後
十
分
注
意
す
べ
き
問
題

で
あ
る
。

宇
陀
市
立
中
央
図
書
館
に
つ

い
て
（
整
備
充
実
を
）

現
在
の
中
央
図
書
館
は
市

の
人
口
規
模
か
ら
し
て
狭

く
、
年
々
の
蔵
書
増
に
よ
り
各
ス

ペ
ー
ス
も
満
杯
に
近
い
。

総
合
セ
ン
タ
ー
を
図
書
館
に
用

途
変
更
す
る
の
は
可
能
で
あ
る

が
、
利
用
も
多
い
こ
と
か
ら
、
コ

ス
ト
等
総
合
的
に
協
議
し
て
い

く
。

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
と
回
答
の

要
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
滞
納
に
つ
い

て
滞
納
は
経
済
的
に
苦
し
い

家
庭
が
多
く
、
こ
れ
に
は
就

学
援
助
費
等
の
活
用
も
併
せ
て
対

処
し
、
徴
収
に
当
っ
て
い
る
。

滞
納
の
解
消
は
早
急
に
解
決
す

べ
き
問
題
で
あ
り
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
一
層
努
力
し
て
い
く
。

生
活
環
境
保
全
に
つ
い
て

市
内
に
は
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
及
び
中
間
処
理
施

設
が
あ
る
が
、
宇
陀
市
と
し
て
も

許
可
権
者
で
あ
る
奈
良
県
と
も
連

携
を
持
ち
な
が
ら
廃
棄
物
の
情
勢

に
努
め
た
い
。
又
、
生
活
ご
み
に

関
し
て
現
在
旧
町
村
の
ご
み
収
集

形
態
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
循

環
型
社
会
を
形
成
す
る
上
で
分
別

は
不
可
欠
で
あ
り
、
ご
み
の
収
集

形
態
等
統
一
を
図
り
、
減
量
化
、

資
源
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
営
榛
原
斎
場
の
管
理
・
運

営
に
つ
い
て



9 広報うだ　2007．3

学
校
教
育
に
つ
い
て

い
じ
め
は
反
社
会
的
な
行

為
で
あ
る
。
子
供
に
は
毅
然

と
し
た
態
度
で
指
導
し
、
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
子
を
守
っ
て
い
く
。

見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
る
子
も

加
害
者
で
あ
る
と
い
う
指
導
を
し

て
い
る
。
保
護
者
と
も
連
絡
し
合

っ
て
、
協
力
も
得
な
が
ら
解
決
し

て
い
る
。

基
本
的
に
い
じ
め
を
早
く
発
見

し
て
、
解
決
す
る
の
が
大
事
で
あ

る
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
の
方
と
も
協
力
し
て
子

供
達
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

市
の
事
業
に
対
す
る
職
員
の

配
置
に
つ
い
て

市
の
各
イ
ベ
ン
ト
等
で
安

全
の
確
保
の
た
め
、
雑
踏
整

理
と
し
て
職
員
や
プ
ロ
の
警
備
員

で
対
応
し
て
い
る
。
経
費
の
こ
と

も
考
慮
し
、
で
き
る
だ
け
職
員
で

対
応
し
て
い
る
が
、
プ
ロ
の
警
備

員
の
必
要
人
数
を
把
握
し
、
適
所

に
配
置
を
し
て
い
く
。

歩
い
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

榛
原
駅
周
辺
の
中
心
市
街

地
に
は
市
役
所
や
図
書
館
等

の
公
共
施
設
を
は
じ
め
、
商
店
街

や
店
舗
・
銀
行
、
病
院
な
ど
の
中

心
的
機
能
が
集
積
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
今
後
も
、
中
心
市
街
地
活
性

化
を
推
進
し
て
行
く
た
め
に
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

榛
原
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

は
、
今
後
の
駅
前
広
場
整
備
事
業

と
併
せ
関
係
機
関
と
協
議
し
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
ニ

ー
ズ
調
査
や
財
源
の
問
題
な
ど
十

分
に
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
発
足
イ
メ
ー
ジ
看
板

の
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
市
内
の
観
光
地
、
特
産
品
の
ア

ピ
ー
ル
）市

の
玄
関
口
で
あ
る
榛
原

駅
前
へ
の
観
光
案
内
や
特
産

品
等
の
看
板
設
置
、
地
元
の
杉
桧

材
を
利
用
し
た
ベ
ン
チ
の
設
置
な

ど
は
、
観
光
客
等
へ
の
宇
陀
市
の

有
効
な
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
。
補

助
事
業
等
で
設
置
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
林
業
の
振
興
に
つ
い

て
間
伐
事
業
は
、
災
害
の
防

止
、
自
然
環
境
の
保
全
、
水

源
か
ん
養
等
森
林
の
公
益
機
能
を

高
め
、
そ
の
恵
み
を
享
受
で
き
、

既
に
実
施
し
て
い
る
。

木
材
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

に
比
べ
る
と
コ
ス
ト
面
、
耐
久
性

で
及
ば
な
い
が
、
温
も
り
も
あ
り

公
共
事
業
に
も
市
産
材
を
積
極
的

に
利
用
し
て
い
き
た
い
。

在
宅
使
用
の
在
宅
医
療
廃
棄

物
に
つ
い
て

在
宅
医
療
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て
、
現
在
、
非
鋭
利

な
も
の
は
市
で
収
集
・
処
理
を
行

い
、
鋭
利
な
も
の
は
医
療
機
関
等

で
処
理
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
改
め
て
安
全
確
保
の
た
め
、

患
者
や
ご
家
族
に
広
報
等
を
通
じ

周
知
を
図
る
と
共
に
医
療
機
関
へ

の
協
力
を
求
め
、
調
整
を
図
り
な

が
ら
利
便
性
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

総
務
省
の
地
方
公
務
員
の
給

与
に
つ
い
て
対
処
通
知
が
出

さ
れ
た
。
当
市
の
対
応
は

市
職
員
の
給
与
は
、
国
家

公
務
員
の
給
与
水
準
に
準
拠

を
基
本
と
し
て
い
る
。
行
政
改
革

に
よ
る
減
額
や
定
員
適
正
化
計
画

を
定
め
、
平
成
22
年
度
に
は
普
通

会
計
の
職
員
数
約
14
％
削
減
を
目

指
し
て
い
る
。

ま
た
、
給
与
、
定
員
等
の
状
況

に
つ
い
て
の
公
表
は
、
市
広
報
う

だ
で
の
掲
載
や
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
全
国
の
市
町
村
の
状
況

と
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
大
阪
高
裁
の

判
決
に
よ
る
今
後
の
運
用
の

影
響
に
つ
い
て

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行

政
事
務
の
効
率
化
を
目
的
に
開
始

さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
が
稼
働
し
て
以

来
、
全
国
で
は
住
基
ネ
ッ
ト
関
連

の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害

し
て
い
な
い
」
と
判
決
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
、
大
阪
高
裁
の
判
決
で
は

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
」
と

の
判
決
が
出
さ
れ
た
が
、
市
と
し

て
は
、
最
高
決
定
機
関
の
判
決
を

待
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
の
し
尿
・
ご
み
処
理

の
一
元
化
に
つ
い
て

ご
み
処
理
は
、
旧
町
村
ご

み
収
集
形
態
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
い
で
い
ま
す
。
現
状
は
、
市

内
の
三
処
理
施
設
で
焼
却
、
固
形

燃
料
化
と
処
理
が
異
な
り
、
又
施

設
管
理
に
つ
い
て
も
、
市
管
理
、

委
託
、
組
合
管
理
と
異
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
調
整
に
時
間
を
要
し

て
お
り
ま
す
。

住
民
負
担
の
公
平
性
、
循
環
型

社
会
に
お
け
る
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
、
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
図
る
上
で
分
別
、
料
金
の
統

一
は
不
可
欠
で
あ
り
、
施
設
の
規

模
、
老
朽
化
に
伴
う
対
応
策
、
又

施
設
管
理
者
と
の
協
議
等
調
整
を

図
り
な
が
ら
一
元
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

な
お
、
し
尿
に
つ
い
て
は
一
元

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

談
合
防
止
に
つ
い
て
と
公
共

工
事
の
入
札

歩
引
き
の
見
直
し
が
一
概

に
落
札
率
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
予
定

価
格
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
単

に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
だ
け
で
な

く
、
品
質
の
向
上
も
視
野
に
入
れ
、

適
正
な
積
算
に
努
め
て
き
た
。

今
後
も
コ
ス
ト
縮
減
の
取
り
組

み
と
共
に
、
入
札
制
度
の
改
革
と

適
正
な
価
格
に
よ
る
工
事
発
注
に

努
め
て
参
り
た
い
。

部
落
解
放
同
盟
と
の
関
係
の

見
直
し

人
権
教
育
や
啓
発
の
必
要

性
を
再
点
検
す
る
中
で
、
人

権
団
体
と
し
て
、
人
権
・
福
祉
な

ど
様
々
な
場
面
で
の
連
携
を
図

り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
が
あ
る
限
り
、

引
き
続
き
人
権
・
同
和
行
政
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
に
つ

い
て
は
、
回
収
管
理
組
合
と
連
携

し
な
が
ら
徴
収
率
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。
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旧
大
宇
陀
町
職
員
組
合
と
の

最
高
裁
の
判
決
を
受
け
て

課
長
補
佐
は
管
理
職
で
あ

る
と
い
う
主
張
で
裁
判
で
争

っ
て
き
た
。
旧
大
宇
陀
町
公
平
委

員
会
規
則
等
に
基
づ
き
応
訴
し
、

最
高
裁
で
は
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

今
後
は
判
決
を
受
け
て
、
市
公

平
委
員
会
と
し
て
そ
の
趣
旨
を
尊

重
し
、
適
正
に
対
処
を
し
て
い
く
。

病
院
の
経
営
計
画
と
病
院
運

営
に
つ
い
て

医
療
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
医
療
制
度
改
革
や
常
勤

医
師
の
不
足
等
に
よ
り
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
更
に
、
市
立
病
院
は
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
ま
た
近

隣
病
院
の
施
設
整
備
及
び
医
療
機

器
の
充
実
等
が
図
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
患
者
数
が
減
少
し
さ
ら
に
厳

し
い
経
営
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
経
営
改
善
計
画
を
策
定

し
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
経
営

の
健
全
化
に
向
け
取
り
組
む
。

ま
た
、
運
営
形
態
つ
い
て
は
、

施
設
整
備
と
併
せ
検
討
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

医
療
・
福
祉
・
保
健
用
地
の

活
用
に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社
が
所
有
す

る
当
該
地
に
つ
い
て
は
、
今

後
訪
れ
る
超
高
齢
社
会
に
対
応
す

べ
く
、
保
健
・
福
祉
の
拠
点
と
し

て
、
民
間
活
力
も
視
野
に
入
れ
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

宇
陀
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、

現
在
位
置
で
改
築
を
行
い
、
介
護

老
人
保
健
施
設
「
さ
ん
と
ぴ
あ
榛

原
」
と
連
携
し
１
日
も
早
く
医
療

体
制
の
充
実
を
図
り
た
い
。

子
育
て
支
援
の
た
め
の
補
助

金
制
度
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し

て
、「
市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
を
予
定
し
て
い
る
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
補
助
制

度
と
し
て
は
難
し
い
が
、
少
子
化

対
策
・
子
育
て
支
援
等
に
つ
い

て
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
検
討

し
て
参
り
た
い
。

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
に

関
し
て
の
市
長
の
お
考
え
に

つ
い
て

市
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
一
歩
た
り
と
も
歩
み
を

止
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
後

世
に
残
る
借
金
も
で
き
る
だ
け
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
向

け
、
人
件
費
を
始
め
と
す
る
経
常

経
費
を
節
減
し
、
公
共
事
業
費
を

厳
選
し
て
歳
出
を
抑
制
し
、
緊
急

性
、
重
要
性
等
を
十
分
に
考
慮
し

な
が
ら
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

自
主
防
災
組
織
の
充
実
に
向

け
て災

害
発
生
時
に
、
被
災
者

の
救
出
活
動
等
を
円
滑
に
行

う
た
め
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
支

援
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
市
の

地
域
防
災
計
画
に
盛
り
込
む
。

初
期
の
救
出
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

等
の
育
成
も
含
め
、
今
後
も
住
民

意
識
の
高
揚
や
自
主
防
災
組
織
の

結
成
な
ど
啓
発
に
努
め
る
。

「
産
業
支
援
機
構
の
創
設
」

の
活
用
に
つ
い
て

新
規
産
業
支
援
策
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
や
推
奨
品
開
発
等
７
つ

の
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
い

る
。ま

た
、
国
の
中
小
企
業
支
援
や

県
の
産
業
創
出
支
援
事
業
な
ど
へ

の
資
金
調
達
、
情
報
提
供
等
の
支

援
も
検
討
す
る
。

ま
た
、
間
伐
・
枝
打
ち
講
習
会

な
ど
シ
ニ
ア
世
代
の
経
験
活
用
も

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
産
・
官
・

学
一
体
と
な
っ
た
産
業
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
跡
地
活
用
に
つ

い
て地

域
事
務
所
は
、
将
来
的

に
出
張
所
や
支
所
と
し
て
活

用
で
き
る
。

ま
た
、
旧
小
学
校
跡
地
は
、
地

元
の
活
動
の
拠
点
、
心
の
拠
点
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
が
決
ま
っ

て
い
な
い
跡
地
や
施
設
は
、
地
域

協
議
会
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

地
域
活
動
や
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
望
ま

し
い
利
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
総
合
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

市
総
合
計
画
は
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
し
、
魅
力
あ
る
宇
陀
市
を

創
造
す
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
ま
す
。

財
政
計
画
や
効
率
的
な
行
政
経

営
に
即
し
、
今
あ
る
資
源
や
財
産

を
活
用
し
た
実
効
性
の
あ
る
総
合

計
画
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
の
農
地
保
全
の
振
興

対
策
に
つ
い
て

過
疎
化
や
高
齢
化
、
有
害

鳥
獣
被
害
等
の
農
地
荒
廃
対

策
と
し
て
、
里
山
林
機
能
回
復
整

備
や
有
害
鳥
獣
防
除
施
設
設
置
等

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
市
と
し
て
担
い
手
の
育

成
や
新
規
就
農
者
の
参
入
促
進
、

特
産
品
開
発
や
地
産
地
消
へ
の
取

組
み
な
ど
の
対
策
も
周
辺
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
得
な
が
ら
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
合
併
の
記
念
事
業
と

し
て
教
育
文
化
財
団
の
創
設

に
つ
い
て海

外
の
都
市
と
姉
妹
都
市

と
な
り
、
中
学
生
を
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
た
り
、
先
方

で
同
世
代
と
の
友
好
を
深
め
、
国

際
交
流
を
す
る
こ
と
は
大
変
素
晴

ら
し
く
、
国
際
人
の
育
成
に
も
つ

な
が
る
。
財
団
と
し
て
確
立
し
て

い
け
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
基
盤

も
で
き
る
。

県
内
に
も
先
例
も
あ
り
、
関
係

者
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

合
併
し
た
効
果
と
成
果
は

職
員
数
の
削
減
や
地
方
債

の
縮
減
な
ど
予
算
規
模
を
縮

小
し
な
が
ら
、
行
財
政
基
盤
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
厳
選
し
て

総
合
計
画
の
策
定
を
し
、
特
に
市

民
病
院
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整

備
、
産
業
支
援
機
構
の
設
立
な
ど

の
重
点
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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「
宇
陀
市
ふ
れ
あ
い
講
演

会
」１

月
27
日
、
市
榛
原
農

林
会
館
で
「
市
ふ
れ
あ
い

講
演
会
」（
宇
陀
市
青
少
年

健
全
育
成
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
シ
ド
ニ
ー
五

輪
柔
道
１
０
０
キ
ロ
超
級

で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ

た
篠
原
信
一
さ
ん
を
招
き
、

「
柔
道
と
青
少
年
健
全
育

成
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
分

室
生
寺
で
文
化
財
防
火
訓

練
１
月
26
日
、「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
に
ち
な
ん
で
、

市
内
各
所
で
防
火
設
備
の

点
検
、
防
火
訓
練
、
広
報

活
動
な
ど
の
文
化
財
防
火

運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
指
定
文
化
財
の
多
い

室
生
寺
で
も
同
日
、
自
衛

消
防
隊
に
よ
る
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
堂

か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想

定
の
も
と
、
堂
内
か
ら
文

化
財
の
搬
出
、
消
防
活
動

な
ど
の
訓
練
が
迅
速
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
境
内
の
防
火
設

備
の
改
修
工
事
中
の
た
め
、

放
水
訓
練
は
実
施
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
消
火
手

順
な
ど
を
確
認
す
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
多
く
の
文

化
財
が
あ
り
ま
す
。
貴
重

な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
今
後
も
こ
の
よ
う

な
訓
練
が
大
切
で
す
。

県
民
共
済
か
ら
福
祉
車
両

寄
贈１

月
12
日
ホ
テ
ル
日
航

奈
良
に
お
い
て
、
奈
良
県

民
共
済
生
活
協
同
組
合
か

ら
本
市
に
福
祉
車
両
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
１
月
22

日
に
福
祉
車
両
（
ダ
イ
ハ

ツ
４
人
乗
り
軽
自
動
車
３

台
）
の
引
渡
を
受
け
ま
し

た
。

そ
の
中
で
前
田
市
長
は

「
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し

い
中
、
今
回
福
祉
車
両
を

寄
贈
い
た
だ
い
た
こ
と
は

非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
こ
の
温
か
い
心
に

感
謝
し
な
が
ら
、
車
両
を

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
福
祉
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。」
と
、
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
、
福
祉
車
両
は
、

市
福
祉
事
務
所
お
よ
び
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
、
地
域
の
社
会
福
祉
の

推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

が
柔
道
を
通
し
て
経
験
し

た
こ
と
や
後
輩
の
野
村
忠

宏
さ
ん
の
こ
と
な
ど
を
巧

み
な
話
術
で
語
ら
れ
ま
し

た
。篠

原
さ
ん
は
、「
最
後
ま

で
諦
め
な
い
こ
と
、
目
標

を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
た

だ
や
る
だ
け
で
は
な
く
、

勝
つ
ぞ
、
や
る
ぞ
、
と
変

化
を
つ
け
る
気
持
ち
が
必

要
。
わ
た
し
の
好
き
な
言

葉
は
『
継
続
は
力
な
り
』

で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な

が
力
を
合
わ
せ
て
、
新
し

い
宇
陀
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。



税
に
関
す
る
作
文
で

当
市
か
ら
13
人
が
入
賞

中
学
生
・
高
校
生
に
税

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
税
の
知
識
・
仕

組
み
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
「
平
成
18
年

度
税
に
関
す
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。入

賞
さ
れ
た
市
内
在

住
・
在
学
の
方
を
紹
介
し

ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
入
賞
作

●
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
優
秀
賞

圓
田
絵
里
香
（
菟
田
野
中
学
校

３
年
）「
幸
せ
に
つ
な
が
る
税
」

●
桜
井
税
務
署
長
賞

森
川
幸
恵
（
大
宇
陀
中
学
校
３
年
）

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
金
」

●
奈
良
県
納
税
貯
蓄
組
合
総

連
合
会
会
長
賞

出
口
晃
宗
（
榛
原
中
学
校
３
年
）

「
ぼ
く
と
税
金
」

早
田
好
葉
（
大
宇
陀
中
学
校
２
年
）

「
生
活
の
中
の
税
金
」

●
桜
井
租
税
教
育
推
進
協
議

会
会
長
賞

野
亀
麻
衣
佳
（
榛
原
中
学
校
３

年
）「
奈
良
県
の
税
金
、
こ
れ

再
編
幼
稚
園
・
小
学
校
の

園
歌
・
校
歌
が
決
定

昨
年
４
月
に
再
編
し
た

小
学
校
・
幼
稚
園
の
園

歌
・
校
歌
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
力
作
が
応

募
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
、「
市
園
歌

校
歌
制
作
委
員
会
」
で
厳

正
な
審
査
・
選
考
の
う
え
、

次
の
最
優
秀
受
賞
者
（
採

用
作
品
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

●
榛
原
東
小
学
校
校
歌
作
詞
部
門

田
中
三
彦
（
榛
原
区
戒
場
）

●
榛
原
西
小
学
校
校
歌
作
詞
部
門

新
　
一
行（
大
宇
陀
区
西
山
）

●
榛
原
西
幼
稚
園
園
歌
作
詞
部
門

岩
井
悠
希
恵

（
榛
原
区
萩
乃
里
）

●
室
生
幼
稚
園
園
歌
作
詞
・
作
曲
部
門

中
浦
優
子（
室
生
区
三
本
松
）

か
ら
の
税
金
」

角
林
由
香
里
（
大
宇
陀
中
学
校

１
年
）「
税
に
つ
い
て
」

●
桜
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
・
銀
賞

鈴
木
祥
史
（
大
宇
陀
中
学
校
３
年
）

「
税
で
つ
な
が
る
社
会
と
暮
ら

し
」

松
尾
智
加
（
大
宇
陀
中
学
校
３
年
）

「
周
囲
を
見
渡
し
て
。」

関
本
壮
起
（
大
宇
陀
中
学
校
２
年
）

「
消
費
税
に
つ
い
て
」

向
谷
淳
美
（
大
宇
陀
中
学
校
２
年
）

「
税
金
の
こ
と
に
つ
い
て
」

■
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
」
入
賞
作

●
桜
井
税
務
署
管
内
租
税
教

育
推
進
協
議
会
会
長
賞

井
上
拓
郎
（
榛
生
昇
陽
高
等
学
校

１
年
）「
税
に
つ
い
て
」

●
桜
井
税
務
署
管
内
租
税
教

育
推
進
協
議
会
・
優
秀
賞

仲
谷
祥
（
大
宇
陀
高
等
学
校
３
年
）

「
納
め
た
い
税
金
へ
」

瀬
川
輝
（
榛
生
昇
陽
高
等
学
校
１

年
）「
税
金
で
で
き
た
図
書
館
」

「
榛

は
し
ば
み

」
が
宅
配
事
業
で
ま

ち
づ
く
り

平
成
１５
年
１０
月
に
旧
榛

原
町
で
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
質
的
な
構
築
を
目

指
し
、
政
策
決
定
の
場
へ

の
女
性
の
積
極
的
な
参
加

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
女

性
模
擬
議
会
が
開
催
さ
れ
、

模
擬
議
員
１６
名
が
「
町
づ

く
り
」
「
教
育
」
「
福
祉
」

の
３
分
野
で
質
問
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

模
擬
議
会
終
了
後
、
こ

の
中
の
有
志
が
集
ま
り
、

女
性
の
声
が
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
で
き
る
よ
う
継
続

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
、
同
年
の
１２
月
、

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
「
榛
」

を
設
立
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
女
性
が
起
業
す

る
た
め
の
研
修
や
現
地
視

察
な
ど
を
行
い
、
２
年
前

か
ら
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

季
節
の
野
菜
や
桧
チ
ッ
プ

を
梱
包
し
た
「
榛
原
の
か

お
り
便
」
の
宅
配
事
業

（
月
２
回
）
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

稗
田
睦
子
さ
ん
（「
榛
」

代
表
）
は
、「
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
会
の
責
任
者
で
あ

る
、
と
い
う
考
え
の
も
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
か
お

り
便
を
通
じ
て
生
産
者
と

消
費
者
が
交
流
で
き
、
共

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
こ
の
交
流

が
も
っ
と
広
が
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。」
と
、
語
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宅
配
事
業
で
の

収
益
金
で
、
昨
年
末
に
、

榛
原
区
の
福
祉
施
設
や
介

護
施
設
に
、
色
鉛
筆
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
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「てんいち」とは、てん（英語の１０）といち
（日本語の１）を合わせた１１（てんいち）の
ことで、毎月１１日の人権を確かめあう日
を意味しています。
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シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

⑨
「
結
婚
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

宇陀市男女共同参画講演会

未来は男女共同参画社会で開かれる
男女共同参画社会基本法の基

本理念に基づき、宇陀市では男
女共同参画計画を策定します。
男女が地域、家庭、職場等あ

らゆる場面においてパートナー

として、認め合い、支え合える、
男女平等のまちづくりをめざす
ため、多くのみなさんの参加を
お願いします。

新田 新一郎さん

日時 ３月１７日（土）
受付　午後１時
開会　午後１時３０分
終了　午後３時３０分予定

場所 宇陀市菟田野産業振興センター
演題 「時代はパートナーシップ」
～未来は男女共同参画社会で開かれる～

講師 有限会社プランニング開
代表取締役　新田新一郎さん

【プロフィール】

（財）せんだい男女共同参画財団評議委員、
仙台市女性問題協議会副委員長　他

●手話通訳、要約筆記を行
います。希望される方は、
当日受付に申し出ください。
●１歳６カ月～就学前の子
どもさんを対象に託児ルー
ムを設置します。ご希望の
方は、３月１２日（月）までに
市役所人権施策課まで申し
込みください。
申し込み・問い合わせ
市役所人権施策課

（1８２‐２１４７）

３
月
３
日
は
ひ
な
祭
り
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、「
あ

か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
　
ぼ
ん

ぼ
り
に
　
お
花
を
あ
げ
ま
し

ょ
　
桃
の
花
…
」
で
は
じ
ま

る
歌
が
あ
ち
こ
ち
の
お
店
や

テ
レ
ビ
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま

す
。こ

の
歌
の
題
名
は
「
う
れ

し
い
ひ
な
祭
り
」
と
言
い
ま

す
が
、
う
れ
し
い
と
い
う
タ

イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
短
調
で
聞
い

て
い
て
も
、
明
る
く
軽
快
な

歌
に
は
聞
こ
え
な
い
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と

に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
説

が
あ
り
ま
す
が
。

「
ひ
な
人
形
」
は
、「
お
嫁

入
り
」
の
行
事
を
モ
デ
ル
に

さ
れ
て
い
る

場
合
が
多
く
、

「
お
嫁
入
り
」

に
つ
い
て
は

経
験
さ
れ
た

方
の
ほ
と
ん

ど
が
、
結
婚
は
嬉
し
い
が
、

何
と
な
く
何
か
が
憂
鬱
ゆ
う
う
つ

と
感

じ
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
だ
か

わ
か
ら
な
い
憂
鬱
感
が
、「
う

れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
の
曲
調

に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

女
性
が
男
性
の
「
家
」
に

「
嫁
ぐ
」
と
い
う
「
結
婚
」
の

あ
り
方
に
つ
い
て
論
議
し
て

い
け
ば
、
な
ん
だ
か
わ
か
ら

な
い
憂
鬱
感
を
ひ
も
と
い
て

い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
で
は
、「
女
性
労
働
者
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な

取
組
」（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
及
び
「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支

援
の
た
め
の
取
組
」
に
つ
い
て
、
他
の
模
範
と
も
い
う
べ
き
取
組
を
推
進
し
て
い
る

企
業
を
募
集
し
、
表
彰
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間

３
月
31
日（
土
）
ま
で

※
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
hiw
.go.jp/bunya/koyoukintou/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

人
権
施
策
課
及
び
奈
良
県
労
働
局
雇
用
均
等
室（
1
０
７
４
２
‐
32
‐
０
２
１
０
）

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
る
企
業
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
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　　３月の保健カレンダー 

大宇陀保健センター（1８３‐２２５５）
◎教室 

（火） （水） 

（月） （金） 

※対象者…介護保険サービスを受けていない虚弱老人 
（参加希望の方は、必ず大宇陀保健センターまで申し込みください） 

お達者 
クラブ 

実施日・内容 

５日　　・　　16日　 

27日　　・　28日 

内容：体操・ゲーム 

開催時間 
午後１時30分
　～３時15分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（受付：午後１時 
　　～１時３０分） 

菟田野保健センター（1８４‐９９２５）

榛原保健センター（1８２‐０９９８）
◎予防接種 

（金） 三種混合 
（ＤＰＴ） 

対象 
３カ月～90カ月未
満の児 

実施日 

９日　 

受付時間 

午後１時～
　１時50分 

場所 

榛原保健 
センター 

種類 

（金） ＢＣＧ ３カ月～６カ月未
満の児 

16日　 

ぬく森の郷（1９２‐５２２０）

◎教室 

（火） 

（水） 

（水） 

脳いきい
き教室 

対象 

参加申し込みを
された方 

実施日 
14日 

20日 

開催時間 

午前９時30分～ 
　　　11時30分 

場所 

榛原保健 
センター 

種類 

内容　転倒及び認知症予防トレーニングなど 
28日 

大宇陀区 

菟田野区 

榛原区 

乳児健診 

◎健康診査 

（木） 

対象 実施日 受付時間 場所 

ぬく森の郷 

健診名 
平成18年４・５・10 
・11月生まれの児 

22日 
午後１時～ 
　　１時30分 

１歳６カ月 
健診 

（木） 
平成17年７・８・９
月生まれの児 

８日 
午後１時～ 
　　１時30分 

３歳児健診 
（木） 

平成15年７・８・９
月生まれの児 

８日 
午後２時～ 
　　２時30分 

室生区 

◎予防接種 

（火） 
三種混合 
（ＤＰＴ） 

対象 
３カ月～90カ月
未満の児 

実施日 

13日　 

受付時間 
午後１時～
　１時30分 

場所 
大宇陀保健 
　　センター 

種類 

◎教室 

（水） 

（水） 

（月） 

運動の 
つどい 

内容 
青竹を使ったエアロ
ビクス 

実施日 

７日 
 

開催時間 

午後１時30分
　～３時30分 

場所 

ぬく森
の郷 

教室名 

 

筋力アップ運動・有
酸素運動など 

26日 

さらっと 
スリム教室 

高血圧・高脂血症・糖尿
病を予防する教室 

14日 
午前10時～ 
　　午後１時 

さらっとスリム教室：野菜たっぷりヘルシーメニューの調理実習 
　　　　　　　　　　と自分自身の食生活を振り返ります。 
（参加希望の方は、室生区保健福祉課まで申し込みください） 

◎健康診査 

２歳児歯科 
健康診査 

対象 
平成16年12月～平成
17年２月生まれの児 

実施日 

15日 

受付時間 
午後１時～ 
　１時30分 

榛原保健 
　センター 

場所 健診名 

（木） 

◎教室 

いきいき運動講座⑤：「明日からも運動を続けましょう」 
　　　　　　　　　　～運動の成果を確認し、目標をたてましょう～ 
　　　　　　　　　　　体力測定・運動実技など 

いきいき運動
講座⑤ 

対象 
申し込みされ
た方 

実施日 

７日 

開催時間 
 

場所 
菟田野保健
センター 

教室名 

（水） 午前９時３０分 
～１１時３０分 

◎検診内容 

乳がん検診 

子宮頸部がん
検診 

日時・場所 

８日（木） 
午後１時～２時受付 
大宇陀保健センター 

対象 

40歳以上の女性 

20歳以上の女性 

検診料 

１,３００円 

１,２００円 

検診名 

◆献血にご協力ください
●３月２２日（木）
場所 宇陀市中央公民館（大宇陀区）
時間 午前９時３０分～午後１時

◎教室（全区対象） 

（金） 

（土） 

（金） 

参加希望の方は、必ず申し込みください。 

妊娠３～８カ
月の妊婦及び
その配偶者 

実施日 
２日 

９日 

17日 

開催時間 
午後１時～３時30分 
午前９時30分～正午 
午後１時～３時３０分 

場所 

榛原保健 
センター 

教室名 

母親教室 

教室名 

平成１９年度の健診のご案内・申し込みなど
は、広報うだ４月号でお知らせします。

大宇陀区・菟田野区共通 

全　区 

個人への案内はいたしませんので
ご了承ください。
※国民健康保険加入者の方には、保
険証更新の送付と一緒に案内文を入
れておりますので、ご確認ください。

花粉症を少しでも軽くするには
花粉をとりこまない工夫を

花粉を避ける対策をすれば症状をかなり軽減すること
ができます。セルフケアで花粉から身を守りましょう。
●家での過ごし方
・新聞・テレビで花粉情報チェック・掃除はこまめに
●花粉の多い日は
・ドアや窓は閉めて
（換気するときは、花粉が少なくなる午後３時以降に）
・洗濯物や布団は家の中で干す
●外出するとき
・三種の神器で花粉をシャットアウト
（メガネとマスク、さらに帽子の活用を。また、花粉
のつきにくい服を選びましょう）
●帰宅したら
・玄関で花粉を払う・すぐに服を着替える
（花粉を払い落とすためのブラシを玄関に備えておく
と便利）
・手洗い、うがいも忘れずに

●●
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大宇陀区子育て支援室
（大宇陀幼児園内／1８３‐３５１１）

菟田野区子育て支援センター“キッズ”
（菟田野保育所内／1８４‐３５８６）

●わくわくランド
子育ての楽しさや悩みなどを、気軽に話し合いながら

一緒に子育てしましょう。
日時 ３月６日（火） 午前１０時～１１時３０分
場所 菟田野区保健センター
対象 未就園児とその保護者
内容 クッキング（子どもたちが喜ぶお弁当づくり）
持ち物 エプロン・三角きん、（費用は当日徴収します）

●毎週水曜日、菟田野保育所内の支援室に集まって、子
どもと一緒に楽しいひとときを過ごしましょう。子育て
中の皆さん、気軽に参加してください。

●子育て支援室（事前に電話が必要です）
実施日 月～金曜日　午前９時～午後５時まで

●さくらんぼひろば（榛原区限定）
子育て中の友だちづくり、情報交換、親子の触れ合い

の場として「さくらんぼひろば」を開催します。希望に
応じて、子どもの発達相談や身体測定などを行います。
気軽にご参加ください。
日時 ３月１４日（水） 午前１０時～１１時３０分
場所 子育て支援センター（榛原北保育園内）
内容 「仲良く遊ぼう」
対象 生後６カ月以上の未就園児とその保護者
定員 先着２０組程度
持ち物 母子健康手帳、水筒、着替え、タオルなど
申し込み ３月５日（月）から榛原北保育園か子育て支援セ
ンターへ電話で（土、日を除く午前９時～午後４時）

●園庭開放（雨天中止）
実施日 毎月第１土曜日 午前９時～１１時３０分

榛原区子育て支援センター
（榛原北保育園／1８２‐１１４３・子育て支援センター／1８２‐１５５５）

児童ふれあい交流促進事業　「かんかんくらぶ」
（室生北児童館／1０７４３‐８２‐１８４７）

●かんかん食事
日時 ３月１５日（木）午前１０時～午後１時
場所 ぬく森の郷
内容 ●パーティーメニュー

●卒かん式とお別れパーティー
持ち物 エプロン・三角きん・タッパー
費用 大人１人４００円
定員 ２０組（室生区１５組・他地区５組）
申し込み ３月８日（木）までに、室生北児童館へ（土、
日を除く午前９時～午後５時まで）

●室生保育所で園庭開放（室生保育所／1９２‐３００５）
園庭の遊具や砂場で自由に遊べますので、親子で気軽

に遊びに来てください。
実施日 毎月第２土曜日　午前９時～１１時（雨天中止）

●子育て支援室開放日
誰でも参加できますので、ぜひ遊びに来てください。

親子でお友達をつくり、楽しく子育てしましょう。
開放日 ３月２日（金）・８日（木）・１６日（金）・２０日（火）・２７日（火）
時間 午前９時３０分～１１時３０分
場所 大宇陀幼児園（子育て支援室）

健康ウォーキング（菟田野区）
楽しく体を動かして健康づくりのきっかけを作っていただ

くため健康ウォーキングを開催します。
日時 ３月１４日（水）［雨天中止］

午前９時集合（午後３時３０分帰着予定）
※帰りは、大宇陀運動場から菟田野保健センターまでバ
スで送迎します。

集合場所 菟田野保健センター
コース内容 菟田野保健センターから大宇陀区方面

（約８Dコース：大願寺、万葉公園、徳源寺など）
費用 入場料などが必要な場合、自己負担
持ち物 弁当、水筒、敷物、タオル、雨具、防寒具（帽子、
手袋など）

申し込み ３月７日（水）までに菟田野保健センター（1８４‐
９９２５）へ

※雨天などの場合は、午前８時以降（テレフォンサービス
1８４‐３６２２）でご確認ください。

※当日の事故などによるケガについては、応急処置はします
が、その他の責任は本人となりますのでご了承ください。
（主催：健康うたの２１計画推進大人部会・菟田野保健センター）

目覚ましウォーキング（大宇陀区）
「楽しく歩いて健康づくり」をしましょう。
日時 ４月１８日（水）

午前１０時～午後２時３０分
集合・解散場所 榛原総合体育館（玄関前）
※大宇陀保健センターから送迎車を運行し
ます。

コース内容 榛原総合体育館～鳥見山公園
（往復約６.５D・健脚コース）
持ち物 弁当、水筒など
申し込み ４月１１日（水）までに、大宇陀保
健センター（1８３‐２２５５）へ

※詳しくは、「広報うだ４月号」でお知らせ
します。

参 加 者 募 集



患者さま本位の医療をご提供できるよう身体的
負担が軽減できるように、市立病院眼科では今年
の1月から下記の新しい機材を取り入れ、最新の
眼科医療に努めております。

【画像ファイリングシステム　TOPCON製
IMAGEnet】
細隙灯
さいげきとう

顕微鏡で観察した眼表面や、眼底カメラ
で撮影した眼底の画像などあらゆる画像データー
を、患者さんのＩＤごとに整理・記録して保存す
るシステムです。
画像ファイリングシステムは眼底カメラやスキ

ャナーともリンクしてあるので、患者さんの所見
や画像データなどがデジタルデータとして保存し
てあり、これにより液晶ディスプレーに患者さん
の目の状態を供覧しながら病状をわかりやすく説
明することができます。
また、以前の病状も同時に供覧することもでき

るので、前回の来院時などと比較することによっ
て、病状が回復していることなどを知っていただ
くことも容易にできるようになりました。

【外来診察のご案内】

岡本 
（倫） 

火 

休診 

水 
岡本
（英） 

木 

休診 

金 

金田 

土 

休診 

月 

●耳鼻咽喉科外来

宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

画像ファイリングシステムと連動しているた
め、その場で検査結果を知ることができます。赤
外線CCDカメラを使用しているため従来のカメラ
に比べ撮影時にまぶしくありません。
検査方法は、顎

あご

受け台に顎をのせ、目を大きく
開いて頂き撮影を行い、10～15分あけて瞳孔が
開いたらもう一方の目の撮影を行います。
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３月からの診察は下記のとおりとなります。

【無散瞳眼底カメラ TOPCON製　TRC-NW200】
眼底は人体の中で唯一、血管が直接観察するこ

とができ、眼病を含め生活習慣病（動脈硬化・高
血圧・糖尿病）など全
身の疾患からくる血管
疾患を推測することが
できます。
眼底カメラには、無

散瞳カメラと散瞳カメ
ラがあり、無散瞳カメ
ラでは散瞳剤を使わず
に眼底の写真を撮るこ
とができます。

【眼科用超音波診断装置　TOMEY製　UD-6000】
高度の白内障や眼底出血で眼底が見えないとき

に眼球の断層像を観察（Bモード）したり、白内
障手術前に眼内レンズ度数を決めるために眼軸長
を測定（Aモード）した
りするための装置です。
高性能のため検査が短
時間で終了することが
できるようになり、眼
にかかる負担がすくな
くなりました。

【ポータブルスリットランプ　ＫOWA製 SL-15】
手持ち式のコードレスのスリットランプです。

通常は固定式の細隙灯顕微鏡で診察しますが、乳
幼児や車椅子、ストレッチ
ャーの患者さんの前眼部
（主に眼球表面）の診察を行
うときに使用します。
また、往診や学校検診に

も持参することができ、診
察の幅が広がりました。

葛城 
火 
葛城 

水 
葛城 

木 
丸岡 

金 
葛城 

土 
担当医 

月 

●眼科外来（診察担当医）

●小児科外来から
■平成１９年３月１日（木）から７日（水）までは、

こども予防接種週間です。
４月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種

をすませ、病気を未然に防ぎましょう。
特に４月に小学校に入学されるお子さんで、平成

１８年４月以降、麻しん・風しんの予防接種をまだ
受けていない方は、ぜひこの機会に受けましょう。
接種申し込み 接種希望者は、平日（午後１時～３
時／４時～5時）に電話で予約してください。

最新の眼科医療に努めています



国 民 健 康 保 険 に 加 入 の 皆 さ ん へ

現在お使いの国民健康保険の保険証（国民健康
保険被保険者証）の有効期限は、３月３１日までで
す。新しい保険証は３月中旬に郵送（配達記録郵
便）します。配達されたら、記載内容に間違いが
ないかを確認の上、ご使用ください。
また、有効期限切れの保険証は、市役所市民生

活課または、地域事務所の地域市民課（室生区の
場合は市民生活課）にお越しの際にお戻しくださ
い。
なお、国民健康保険税に未納がある場合には、

納税相談・納付契約の上、通常より有効期限の短
い保険証を交付することになります。
国民健康保険税は、病気やけがをしたときの治

療代や薬代などに充てる重要な財源になりますの
で、納税についてみなさんのご理解とご協力をお
願いします。

４月１日から
国民健康保険の保険証が新しくなります

●国民健康保険の保険証の更新について
保険証は１世帯１枚が原則ですが、修学や仕事

の関係で本市に住所を有しなくなり別個の保険証
が必要な場合は申請をしてください。
申請により または の被保険者証を交付しま

す。
【手続きに必要なもの】
国民健康保険の保険証、在学証明書（ の場
合）、印かん
申請先 市民生活課または、各地域事務所（国民
健康保険担当課）

学 

遠 学 

国
な
ど
か
ら
の
補
助 

国保連合会 

市町村 

医療機関 

被保険者 

保険証を交付する 

保険税を納める 

④審査結果を 
報告する 
④審査結果を 
報告する 

⑤国保連合会を通じて 
医療費を支払う 

③医療費を請求する 

③診療する 

②医療費（自己負担分）を 
支払う 

●被保険者証がもう１枚必要な場合

４月１日から
７０歳未満の方への高額療養費の

支払方法が一部変わります
４月１日から、７０歳未満の人が入院したときの

一医療機関の窓口での支払いは、下記に記載された
自己負担限度額までとなります。
自己負担限度額は所得区分（下表参照）によって

異なります。国民健康保険の場合、あらかじめ市役
所市民生活課または、地域事務所の国保係に申請し、
交付された限度額適用認定証を医療機関に提示する
ことで、窓口での支払いが自己負担限度額までとな
ります。

入院する場合は、限度額適用認定証を取得するよ
うにしてください。
なお、国民健康保険の保険給付額の多くは、みな

さんに納めていただく保険税を財源としていますの
で、国民健康保険税に滞納がある場合は自己負担限
度額認定証の発行はいたしません。この場合、医療
機関で３割相当額（３歳未満は２割相当額）をお支
払いいただくことになりますのでご注意ください。

【国保の仕組み】

３月３１日まで 

４月１日から 

自己負担分を支払い 

後日、国保に申請 

数か月後、限度額を 
超える分を支給 

限度額 
適用認定書 
を交付 

限度額適用認定書を提示すると 
限度額までの支払い 

限度額 
適用認定書 
の交付申請 限度額を超える 

分を支払い 

患
　
者 

患
　
者 

市
町
村 

市
町
村 

市
町
村 

医
療
機
関 

医
療
機
関 

一般 

上位所得者 ※1

住民税非課税世帯 

３回目まで 

８０,１００円＋ 

１５,０００円＋ 

３５,４００円 

４回目以降 

４４,４００円 

８３,４００円 

２４,６００円 

所得区分 ※２ 

医療費が２６７,０００円を超えた 
場合は、その超えた分の１％ （ ） 
医療費が５００,０００円を超えた 
場合は、その超えた分の１％ （ ） 

【自己負担限度額（月額）】

※１基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯に当たります。
※２過去１２カ月間に、一つの世帯での支給が４回以上あった場合は、４
回目以降の限度額を超えた分が支給されます。

外来や複数の医療機関への支払で自己負担限度額を超える場合
は、これまでどおり後から申請して支給を受ける形になります。
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Y市民生活課
（182-2143）
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場所　山梨リニア実験センター
（山梨県都留市）
募集人員　60名（応募者多数の場
合は、抽選により決定）

応募資格　県内在住の方（子ども
も可）、4名以下で応募。子ども
は3歳以上小学生以下で保護者同
伴、過去の試乗会経験者は対象
外。

参加費用　大人:20,000円、子ども
12,500円

応募方法　往復はがきに参加希望
の方の住所、氏名、年齢、性別、
電話番号を明記のうえ、3月7日
d【必着】で申し込みをお願い
します。

申込先　リニア中央エクスプレス
建設促進奈良県期成同盟会（県
企画部観光交流局交流政策課内）
〒630-8501 奈良市登大路町
30

その他 当選決定された以外の方
の参加･同伴はできません。

Yリニア中央エクスプレス建設促
進奈良県期成同盟会【県企画部
観光交流局交流政策課内】
（10742-27-8483）

■県医師会の学術部会が行
う健康相談
県医師会では、県民の健康維持

や増進などを図る目的で、各種健
康相談を実施しています。ご利用
ください。
※無料相談のみで、診療や検査な
どは行っておりません。

■精神科に関する健康相談
日時　3月1日e午前10時～11時
場所 県医師会館1階県民健康サ
ービス室

問合せ先 精神神経科部会　出山
医師（事前予約が必要）
■目の健康相談日
日時 3月13日c午後2時～3時
場所　県医師会館1階県民健康サ

わが家のアイドル募集
お子さんの写真を広報「うだ」

に掲載してみませんか。
お子さんの写真と住所、氏名

（ふりがな）、年齢、一言メッセー
ジ（40字程度）及び問合せ先を記
入のうえ、秘書広報課まで郵送ま
たは持参してください。
Y秘書広報課（182-3912）

■宇陀市民ゴルフ大会開催
5月の3日間にわたり、「宇陀市

民ゴルフ大会」が阿騎野ゴルフ倶
楽部で開催されます。ふるってご
参加ください。
日時　5月10日e、11日f、12日g

場所　阿騎野ゴルフ倶楽部（大宇
陀区）

参加資格　市内在住･在勤の人
申込方法　市教育委員会、各地域
教育事務所、市内各ゴルフ場、
33ゴルフ練習場に設置されてい
る申し込み用紙に必要事項を記
入のうえ、申し込みをお願いし
ます。（詳細は申し込み用紙に添
付の大会要領をご覧ください。）

Y市体育協会【市役所社会教育課
内】（182-5739）

■2007年春「室生ダムサイト、
ごみを拾おう」開催
昨年に引き続き、室生ダムサイ

トのごみ拾いを実施します。ごみ
拾いのほか交流会も企画していま
すので、ふるってご参加ください。
日時　4月1日a午前中（大雨の場
合は次週）※集合は午前9時

集合場所　室生ダム事務所前
作業時間　約1時間半程度
解散予定　正午前
その他 ○動きやすい服装でご参
加ください。（長ズボン、帽子、
タオル、軍手など）○ごみ袋は
当会で用意しますが、できれば
ごみ袋を持参してください。

Y「I Love 宇陀川」連絡会森下方
（192-2361）

【http://ryuujin.exblog.jp/】

ービス室
問合せ先　眼科医会　辻本医師
■整形外科に関する健康相談
日時 3月15日e午後2時30分～3
時30分

場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 整形外科部会　仲川医
師（事前予約が必要）

■内科疾患に関する健康相談
日時 3月23日f午後2時～3時
場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 内科部会　大口医師
（事前予約が必要）

Y県医師会（住所:橿原市内膳町5-
5-8 近鉄八木駅から北へ徒歩7
分（10744-22-850250744-
29-1240）

訂正とお詫び
広報うだ2月号21ページ掲載の

「戦傷病者の妻特別給付金の支給
について」中の3は「平成8年10
月1日から平成15年3月31日まで
の間に戦傷病者の方が亡くなられ
た場合の妻」の誤りでした。訂正
し、お詫びいたします。
Y秘書広報課（182-3912）

■「親子森づくり体験」参加者募集
県東部農林振興事務所では、「親子森づくり体験」

の参加者を募集します。ご家族でご参加ください。
日時　3月24日g 午後1時～3時
場所　榛原区内牧地内山林（石楠花トンネル手前）
※申し込みいただいた方には、別途、集合場所等の
案内を送付します。

内容　広葉樹の植林（100本）、木工クラフト、丸太
切り、焼き芋づくり等。なお、植林する木には児童
の名前を記入した木製プレートを張り付けます。

対象　市内在住の小学生とその保護者で、当日会場ま
で来られる方（駐車場あり･参加費無料）

申込方法　3月16日fまでにお申し込みください。
Y東部農林振興事務所林業振興課（182-2130）
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ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課

（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課

（184-2521）
Y市環境対策課　護美センター

（182-6521）
■室生区（燃えないゴミ）
◎3月12日 上笠間･下笠間･深野･小原･
染田･多田･無山･奥山

◎3月22日 大野･向渕（奥山除く）･三本
松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎3月30日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

Y室生地域事務所　市民環境課
（192-2001）

市税等のお支払いは、安心･便利な
口座振替をご利用ください。
こんな方には口座振替がぴったりです。
●金融機関が近くになくて毎回遠いとこ
ろまで納めに行くことが大変。

●毎月、毎月納めに行くのがめんどう。
●仕事等で、窓口が開いている時間に納
めに行くことがむずかしい。
●年に数回の納付などで、うっかり
納期を忘れてしまうことがある。
Y宇陀市役所各担当課（㈹82-8000）

■春の火災予防運動（3月1
日～7日）
まだまだ暖房器具の手放せない

季節です。この時季は空気が乾燥
し、火災が起こりやすくなってい
ますので、火の元には十分注意し
てください。
またこの期間中、消防署では防

火に関するさまざまな取り組みを
実施いたしますので、皆様のご協
力をお願いします。
◆住宅用火災警報器を設置しまし
ょう
住宅火災による死者は、平成15

年以降3年連続で1,000人を超え、
平成17年における死者数は、昭和
54年以降で最悪の1,200人を突破
しました。そのうち約6割を65歳
以上の高齢者が占めています。
死者発生の経過を見ると、火災

に気付くのが遅れたことにより、
煙に巻かれて逃げ遅れるケースが
約6割となっています。
既存の住宅へは平成21年6月1日

までに設置しなければなりません。
◆消防署からのお願い
○『火の用心』外出前･就寝前の火
の元点検を励行しましょう。

○寝たばこは、絶対にやめましょ
う。

○ストーブで洗濯物を乾燥すると
きは、ストーブから十分離しま
しょう。

○ガスコンロ使用中は、そばを離
れない。離れるときは、必ず火
を消しましょう。

Y宇陀広域消防組合消防本部予防
課（182-3199）又は各消防署

■「骨髄バンクトナー集団登
録会」のお知らせ
白血病、再生不良性貧血などの

血液難病は、近年の医療技術の進
展により骨髄移植という治療法に
より、患者さんが健康を取り戻せ
るようになってきました。
しかし、骨髄移植においては、

患者さんとドナーとの白血球の型
の一致が必要で、一致の確率から
約30万人のドナー確保が求められ
ています。

このような状況から、今回骨髄
バンクドナー集団登録会を開催し
ますので、皆様のご理解ご協力を
お願いします。
日時　3月11日a 午前10時、午
前11時、午後1時、午後2時（※
登録には30分程度かかります。）

場所　県骨髄データセンター（県
赤十字血液センター内）【大和郡
山市筒井町600-1】

ドナー登録していただける方
○18歳以上54歳以下の健康な方
○体重が男性45kg以上、女性
40kg以上の方

○骨髄提供の内容を十分理解され
ていること

○ドナー登録について家族の同意
が得られていること

申込方法　3月10日gまで（午前9
時～午後5時、但し水･祝日は除
く）に電話での申込をお願いし
ます。

※詳しくはお問い合わせください
Y 県 骨 髄 デ ー タ セ ン タ ー
（10743-56-5916）

■「リニア一般試乗会」参加
者募集
山梨リニア実験線（山梨県都留

市）でリニアモーターカーの試乗
や見学会を楽しんでもらいます。
（ただし、走行試験の都合により試
乗できない場合もあります。）
日時　3月20日c 日帰り

学校法人神須学園若者自立塾では、就労することが
困難な若年者の方を対象に、合宿形式による集団生活
のなかで生活訓練･労働体験等のプログラムを実施し
ています。3カ月の合宿を通じて、社会人･職業人とし
ての基本的能力を獲得し、働くことについての自信と
意欲を身につけることで就労等の可能性を広げること
ができます。
「ニート･引きこもり」についてお悩みの方、「若者

自立塾室生館」のスタッフが皆様の相談をお受けいた

■ニート･引きこもり　無料相談受付中

日時　3月20日c 午前10時～午後3時
場所　市役所会議室
Y総務課（182-1302）

■交通事故相談

しますので、この機会に下記までお申し込みください。
日時　3月14日d、28日d 午後2時～5時
場所　市役所2階211会議室
問合せ･申込先　学校法人神須学園　若者自立塾室生
館（192-5566 592-5568）
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相　　　　　　談

◆日時 3月7日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　3月14日d 午前9時～午後3時
場所 室生振興センター
◆日時 3月15日e 午前9時～11時45分
場所 大宇陀人権交流センター
◆日時 3月20日c 午前9時～午後3時
場所 宇陀市役所

Y人権施策課（182-2147）

■人権相談

市文化体育事業団では、温水プールでさまざまな教
室を開催しています。本年度からは火曜日（第1火曜
日を除く）にお子様の教室日が加わり、ますます充実
しています。健康維持と体力向上にご活用ください。
（平成18年度途中入校も随時受付中です。）
詳しくはお問い合わせください。
受講料
◆水泳
○幼児･児童･生徒　1カ月　4,200円
○成人　1カ月　4,620円
◆水中ウォーキング
○成人　1カ月　4,620円
◆水中エアロビクス
○成人　1カ月　6,300円
※受講料はいずれも月4回実施時の金額です。
※その他、スポーツ安全保険料【成人:1,500円（年
額）、子ども:500円（年額）】及び諸経費【1,000
円（年額）】が必要となります。

受付期間　3月5日b～19日b 午前9時～閉館まで

Y市室内温水プール（182-2200）

■平成19年度市室内温水プール教室開講
受講生募集中

成人 

幼児 

水中ウォーキング 

水中エアロビクス 午 後 7 時 ～ 8 時  

午 前 1 0 時～ 1 1 時  

午後5時30分～6時30分 

午後4時30分～5時30分 

午後3時30分～4時30分 

午 前 1 1 時～ 1 2 時  

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

× 

× 

× 

○ 

土 金 木 水 火 
(新設)月 開講時間 

児童生徒 

水
泳 

応募要件　○市の観光に興味があり、観光PR事業や
主要行事に参加できる人（任期2年）○4月1日現在
で18歳以上30歳未満（高校生は除く）の健康で明
るい女性（未婚･既婚、自薦･他薦、住居地は不問）

募集人数　2人（ツツジ姫･ダリア姫の呼称と榛原恵比
寿「福娘」の兼任も予定）

待遇　10万円相当の旅行券、各種行事への参加謝礼
審査　募集人数を超えた場合、4月15日午後5時から
榛原商工会館で選考審査を行います。

任命式　4月30日（月・休日）【鳥見山つつじ祭り会場】
申し込み　4月6日（金）までに郵送か持参で、履歴書
（準ずる用紙でも可）に全身写真（サービス版のカ
ラー）を添えて申し込みをお願いします。

Y榛原観光協会事務局（182-5949）【〒633-0292
宇陀市榛原区下井足17-3 榛原地域事務所農林商工
課内】

■「観光キャンペーンレディ」を募集します

職種　レストラン榛奈フロアスタッフ、宴会等の配膳
係及び清掃係
◆レストランフロアスタッフ　年齢：45歳くらいま
で（学生・アルバイト可） 勤務：午前8時～午後8
時の間で時間･曜日応相談
◆宴会等の配膳係 年齢：50歳くらいまで　勤務：
午前8時30分～午後9時の間で時間･曜日応相談
◆清掃係 年齢：50歳くらいまで　勤務：午前8時
30分～午後8時の間で時間･曜日応相談

募集人数　それぞれ若干名
申し込み　いずれも電話連絡の上、履歴書（写真貼付）
を美榛苑へ

Y保養センター美榛苑（182-1126）

■アルバイト･パート職員募集（美榛苑）

◆日時 3月7日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　3月14日d 午前9時～午後3時
場所 室生振興センター
◆日時 3月20日c 午前9時～午後3時
場所 宇陀市役所

Y総務課（182-1302）

■行政相談

◆日時 3月13日c･27日c 午前9時～12時
場所　榛原公民館
◆日時　3月14日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　3月15日e 午前9時～11時45分
場所　大宇陀人権交流センター
◆日時　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午

後5時15分
場所　市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）

■心配ごと相談

弁護士による福祉専門相談（高齢者ねらいの悪徳商
法にひっかかったなど）を行います。相談を受ける場
合、事前申し込みをお願いします。
◆3月　日時 3月14日d 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　3月6日c 先着2件のみ
◆4月　日時　4月11日d 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　4月3日c 先着2件のみ
※申し込みはそれぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■弁護士による福祉専門相談
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募　　　　　　集

宇陀市土地開発公社が所有している土地を、月極駐
車場として次のとおり賃貸します。
場所　榛原区萩原元萩原2674番1（あぶらや南側）、
駅まで徒歩
約5分

対象　市内在
住の人

募集台数　16
台（普通自
動車又は軽
自動車）

使用料　車両
1台につき
月額5,000円

使用期間　4月1日～翌年3月31日まで
申込方法　運転免許証など住所が確認できるものと印
かんを持参のうえ、3月5日b～20日cの期間（土･
日曜日を除く、午前9時～午後5時）に申し込みをお
願いします。

※募集台数を超える申し込みがあった場合は、3月22
日e午前10時から市役所会議室で抽選を行います。

Y企画調整課（182-1362）

■駐車場利用者募集（市土地開発公社）

卍 

総合センター 

あぶやら 

至室生区 

至桜井市 

165

369

GS

165

至曽爾村 

→ → 

→ 

宗祐寺 

さんとぴあ榛原 
市立病院 

駐車場 駐車場 

自然の中で、子どもたちと一緒にダッチオーブンで
豚のスペアリブコーラ煮や石窯でパンを焼き、ロープ
ワーク体験で楽しくあそんでみませんか。
日時　3月25日a 午前10時30分～午後3時（受付:午
前10時～）※雨天決行

場所　市平成榛原子供のもり公園
参加対象　小学生以上の子どもと保護者100名（応募
多数の場合は抽選）

参加費用　1人500円（当日の駐車場料金は無料）
内容　○ダッチオーブン料理（豚のスペアリブコーラ
煮）○石窯を使ったパン作り　○ロープワーク

申込方法　希望者は官製ハガキ（FAXも可）に郵便番
号、住所、参加者全員の氏名、年齢（学年）、電話
番号を記入のうえ、申し込みをお願いします。（参
加決定者のみ案内を通知します。）

申込締切　3月10日g

申込先　宇陀市役所人権教育室（〒633-0292 榛原
区下井足17-3、582-3900）

Y市青少年指導員協議会【人権教育室内】（182-
5740）

■青指協イベント「ふれあいキッズ」参加者
募集

市総合センターでは、市文化体育事業団主催の文化
教室を開催しています。
次のとおり開催中で、受講生を募集しておりますの

でお気軽にお問い合わせください。

Y市総合センター（182-3377）

■市総合センター文化教室　受講生募集

教 室 名  開 催 日 時  受 講 生 募 集  

華 道 教 室  

未生流　第1･3木曜日 
　　　　　午後6時～8時 
小原流　第1･3土曜日 
　　　　　午前10時～12時 
池坊　　第2･4木曜日 
　　　　　午後6時～8時 
山村御流　第2･4土曜日 
　　　　　　午前10時～12時 

平成19年度受講生
募 集 中

染 花 教 室  第2･4月曜日　午後1時～4時 平成19年度受講生募 集 中

竹 工 芸 教 室  第1･3土曜日 　午前9時30分～11時30分 随時受講生募集中 

ステンドグラ
ス 教 室  

第1･3日曜日 
　午後1時30分～午後5時 受 講 生 募 集 中  

英 会 話 教 室  

第1･2･3水曜日 
○初級クラス 
　　午後6時～7時 
○中級クラス 
　　午後7時30分～8時30分 

受 講 生 募 集 中  

陶 芸 教 室  第1･3土曜日　午後2時～5時 8 月 募 集 予 定

市文化会館では、平成19年度の文化教室受講生を募
集します。各教室については、お気軽にお問い合わせ
ください。
※4月より文化会館は「（財）宇陀市文化体育事業団」
が運営することになりました。

■絵手紙教室
開講日　毎月第1金曜日　午後1時30分～4時
受講料　1回1,000円（教材費別）
定員　20名
講師　原田登代子氏（日本絵手紙協会講師）
内容　墨筆で輪郭を描き、色を付け心を添えてお便
りを出しましょう。

■手芸教室
開講日　毎月第2月曜日　午前9時30分～12時
受講料　1回1,000円
定員　15名
講師　亀田昌子氏（宇陀市）
内容　古着物など家にある布を使ってカントリード
ールやタペストリーを作りましょう。

■陶芸教室
開講日　毎月第1･3日曜日　午前9時～12時
受講料　2回3,000円（教材費別）
定員　20名
講師　野口　彰氏（美章窯赤膚焼陶芸家）
内容　陶芸の基本を身に付け、オリジナルの焼き物
を作りましょう。

■トールペイント教室
開講日　毎月第3金曜日　午前9時30分～12時

■市文化会館文化教室　受講生募集

受講料　1回1,000円（教材費別）
定員　15名
講師　影山一恵氏（宇陀市）
内容　アクリル絵の具を使ってあらゆる物にペイン
トします。初めての方も簡単に描けます。

申込方法　3月20日cまでに市文化会館備え付けの用
紙に必要事項を記入のうえ、申し込みをお願いしま
す。なお、先着順で受付を行いますので、定員にな
り次第締め切らせていただきます。

Y市文化会館（183-0977）
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20歳から60歳未満の全ての人が国民年金に加入し、
保険料の納付が義務づけられています。
しかし、収入がない等の理由で保険料納付が困難な

場合、学生の方には、本人の申請（所得審査がありま
す。）により在学期間中の保険料納付を猶予し、社会
人になってから保険料を納めることができる「学生納
付特例制度」があります。
■対象となる学生 大学（大学院）、短大、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び各種学校等
※夜間･定時制･通信課程の方も含みます。
※各種学校においては、修業年限が1年以上である
こと。

■所得審査 本人の前年所得が『118万円＋扶養親族
等の数×38万円』以下のとき承認となります。（家
族の方の所得の多寡は問いません）

■承認期間 平成19年4月～平成20年3月まで

■申請手続 市役所及び各地域事務所の国民年金担当
窓口まで

■持参するもの ○年金手帳　○印かん　○在学証明
書または学生証の写し　○失業を理由とする場合
は、失業を確認できる書類
※保険料が未納となっている場合、その間に事故や
病気で障害が残っても「障害基礎年金」が支給さ
れない場合があります。

■就職したら追納しましょう 学生納付特例承認期間
は、年金受給資格期間には認められますが、年金の
受給額には反映されません。10年以内であれば後か
ら納付（追納）することができます。将来、年金受
給額を増やすために、必ず納めましょう。

※承認を受けた期間の翌年度から起算して3年度目以
降は、当時の保険料額に加算額が上乗せされます。

Y奈良社会保険事務局桜井事務所（10744-42-0033）

■4月から平成19年度の「学生納付特例制度」の申請受付が始まります

宇陀市市制一周年記念宇陀市市制一周年記念･NHK･NHK奈良放送局開局奈良放送局開局7070周年事業周年事業
「「NHKNHKのど自慢のど自慢」」（（宇陀市宇陀市））公開生放送公開生放送

NHK奈良放送局と宇陀市では、市制1周年とNHK奈良放送局開局70周年を記念し、「NHKのど自慢」の公開
生放送を実施します。出場及び観覧をご希望の方は、申し込みをお願いします。
■開催要領
日時　本番：4月29日（日）

開場:午前10時40分～　開演:午前11時
40分～　終演:午後1時30分（予定）
予選会：4月28日（土）午後1時～

場所　市総合体育館
出演　ゲスト：天童　よしみ、小金沢　昇司

司会：徳田　章アナウンサー
主催　宇陀市・NHK奈良放送局
放送予定　4月29日（日）午後0時15分～1時【総合･BS-2･ラジオ第1】
※予選会の模様は、近畿地方向け総合テレビで放送予定（放送日未定）

■出場申し込み
必ず往復はがきに「出場希望」と明記のうえ、次の項目を記入して申し込みをお願いします。
○歌う曲名（1曲） ○その歌の歌手名　○その歌を選んだ理由　○住所　○名前（ふりがな）○年齢
○性別　○職業　○電話番号
宛て先　〒630-8540 NHK奈良放送局「NHKのど自慢」出場係（住所は不要です）
締め切り　3月29日（木）【必着】
※応募資格は、15歳以上のアマチュアの方（中学生は不可）に限ります。
※お申し込みは、1人（1組）1通に限ります。
※グループで応募する場合は、全員の名前を記入してください。
※返信用表面にも必ず、郵便番号、住所、名前をお書きください。
※応募多数の場合は抽選で、250組に予選会出場の案内を送付します。

YNHK奈良放送局「のど自慢」係（10742-26-3411）※平日の午前9時30分～午後7時のみ
■観覧申し込み
必ず往復はがきに「観覧希望」と明記のうえ、「住所」･「名前」･「電話番号」を書いてお申し込みください。
宛て先　〒633-0292 宇陀市榛原区下井足17-3 宇陀市企画調整課「NHKのど自慢」観覧係
締め切り　4月6日（金）【必着】
※返信用表面にも必ず郵便番号、住所、名前をお書きください。
※応募多数の場合は抽選で、1枚2名様まで入場できる入場整理券を送ります。
※満1歳以上のお子様から入場整理券が必要となります。

YNHK奈良放送局「のど自慢」係（10742-26-3411）※平日の午前9時30分～午後7時のみ
宇陀市役所企画調整課（182-1362）

天童　よしみ 小金沢　昇司 徳田　章
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最近、全国でゴミ収集車の車両火災が発生していま
す。この火災の原因は、スプレー缶
やカセットボンベ、ライター等をパ
ッカー車で巻き上げるとき残ってい
たガスが摩擦により引火し、火災が
発生したと思われます。
また、市でも毎年同じような事故が数件発生してお

り、付近の住民や運転手にとって
大変危険ですし、大惨事を引き起
こすことにつながります。このよ
うなことが今後起きないよう、ス
プレー缶やカセットボンベ等のゴ

ミ出しには、最後まで使い切ってガス抜きを行ってか
ら、各区での分別方法に従って出してください。
皆さんの一人ひとりのご協力をお願いします。

Y環境対策課（182-2202）

■スプレー缶やライター等のゴミの出し方に
ついてのお願い

市文化体育事業団が主催する華道教室4流派受講生
の皆さんの作品展を開催します。
受講生の皆さんが各先生方のご指導のもと精進さ

れ、美しい花々を風雅の香りとともに活けられた作品
をぜひご覧ください。また、10日gには点茶会（先着
50名様）を催します。
皆様のご来場をお待ちしております。
日時　3月9日f、10日g、11日a 午前10時～午後
4時

場所　市榛原総合センター3階大ホール
入場料　無料
Y市榛原総合センター（182-3377）

■華道教室作品展示会のお知らせ

みんなで参加しよう！「第1回宇陀市民スポーツ大会」を開催します
広く市民にスポーツ活動の行う機会を提供し、スポーツを通して心身の健康、体力の増進を図り、市民がお互
いに親睦や交流を深めるため、「市民1人1スポーツ」を目標に市内各会場で開催します。
参加資格は、宇陀市内に在住･在勤、在学の方ならどなたでも参加できます。（※参加資格については、各種目
別に制限あり。）
各種目の詳細、申込方法など、詳しくは「広報うだ4月号」並びに「市ホームページ」へ掲載する予定をして
いますので、ふるってご参加ください。 Y社会教育課（182-5739）

種目 種別 開催日 種目 種別 開催日 

ボウリング 一般 5月19日g 少林寺拳法 小学生以上 5月27日a

卓球 一般男子 
一般女子 6月3日a バレーボール 

一般男子 
一般女子 5月20日a【予備日:5月27日a】 

ゲートボール 一般 6月3日a【予備日:6月10日a】 ゴルフ 一般 5月10日e～12日g

バウンドテニス 中学生以上 10月14日a グラウンドゴルフ 
年齢制限な

し 5月26日g【予備日:6月2日g】 

野球 一般  綱引き 未定 小学生以上 平成20年1月27日a

ソフトテニス 
一般男子 
一般女子 5月27日a ソフトボール 

一般男子 
一般女子 5月20日a【予備日:5月27日a】 

テニス 
一般男子 
一般女子 5月20日a【予備日:6月3日a】 バドミントン 

一般男子 
一般女子 4月15日a

バスケットボール 
一般男子 
一般女子 5月27日a

ソフトバレーボー
ル 

一般女子 
男女混合 6月3日a

ホッケー 一般 平成20年3月9日a アーチェリー 一般 5月20日a

大宇陀温泉あきののゆでは、3月13日c及び14日d、
設備メンテナンスのため休業します。皆様には大変ご
迷惑をおかけしますが、何とぞご了承いただきますよ
うよろしくお願い申し上げます。
また、冬季閉鎖しておりました屋外バーデゾーンの

利用を3月15日eより再開します。
皆様のご利用をお待ち申し上げております。

Y大宇陀温泉あきののゆ（183-4126）

■大宇陀温泉あきののゆメンテナンス休業の
お知らせ

団体名　室生区みどり
クラブ

会員数　10名（男2人、
女8人）

活動概要　自然に恵ま
れた室生の里で、特
産物の開発･もてなし
の研究をしようと平成13年4月に設立。主に野
草を主体とした、”これぞ室生”といえる自慢料
理の研究をしています。
現在は、野草弁当を作るため、グループで協

力しあって試行錯誤しながら、前向きな活動を
しています。「ともに楽しく、ともに学ぼう･考
えよう」をモットーに活動していますので、興
味のある方、ぜひ一度、ご連絡ください。（活動
場所:室生振興センター）

代表者　仲浦（室生区）
連絡先　仲浦方（192-2884）

市民活動団体を紹介します
（企画調整課）
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投票所の名称 投票区の区域 投票区 
宇陀市文化会館 万六･出新･拾生･上新･中新･上･小出口･黒木･中庄･拾生（内垣内･川原町） 第1

迫間地区集会所 上中･上本･上茶･下茶･下本･下中･下出口･迫間（内垣内･阿騎野町･高校前）･
春日（新･旧）･西山（内垣内･川向）･岩室（内垣内･五十軒）･下竹 第2

大宇陀人権交流センター 岩室（北谷）･小附（二区･三区） 第3
のより農村ふれあいの館 小附(一区）･嬉河原･芝生･半阪･馬取柿･麻生田･内原･口今井･野依･平尾･五津 第4
本郷老人憩の家 本郷 第5
中宮奥老人憩の家 宮奥（上･中）･下宮奥･関戸･大東 第6
宇陀市立守道小学校 守道（谷脇･上守道･下出･後出）･山口･白鳥居･上品･下品･和田･小和田 第7
岩清水多目的研修センター 岩清水･調子･塚脇･藤井･才ヶ辻･守道（桐山） 第8
大宇陀高齢者人材活用センター 田原･上片岡･下片岡･東平尾･大熊 第9
大宇陀ときわ老人憇の家 牧･栗野 第10

大

宇

陀

区

 

宇太地区公民館（旧西部公民館） 古市場 第11
菟田野北部地区研修指導施設 見田･大澤･大神 第12
岩　消防会館 岩　･別所 第13
平井青年会館 平井 第14
松井消防会館 松井･東郷･入谷 第15
宇賀志地区公民館（旧東部公民館） 稲戸･駒帰 第16
菟田野宇賀志地区体育館 佐倉･宇賀志 第17
芳野地区公民館 下芳野･上芳野（1～2組） 第18
上芳野区会館 上芳野（3～8組）･岩端 第19

菟

田

野

区

 
榛原公民館（旧中央公民館） 福地（五月ヶ丘を除く）･萩原（東町･稲荷･新町･宮本･菟田川･駅前･新駅前･

富士見ヶ丘）･萩乃里 第20

上の町コミュニティーセンター 萩原（墨坂･新吉田･福田･上町･口田辺･鳥見町）･桜が丘 第21
大和富士ホール 赤瀬･長峯･天満台西1～4丁目 第22
天満台東公民館 戒場･山辺三･額井･天満台東1～4丁目 第23
榛原農林会館 下井足･篠楽（白樺台を含む）･雨師･上井足･足立 第24
西榛原公民館 安田･笠間 第25
伊那佐文化センター 池上･高塚･福西･栗谷･比布･石田･山路･大貝･澤･三宮寺･母里 第26
檜牧甲公民館 自明･桧牧･荷阪 第27
たかぎふるさと館 内牧･八滝･諸木野･赤埴･高井 第28
あかね台コミュニティーセンター（公民
館） 

萩原（西峠）･角柄･柳･あかね台1～2丁目･高萩台（萩原･下井足の一部を含む
）･榛見が丘1～2丁目（下井足の一部を含む） 第29

宇陀市総合体育館 福地（五月ヶ丘）･萩原（玉立･小鹿野･小鹿台）･ひのき坂1～3丁目 第30

榛

原

区

 

旧笠間小学校 小原･上笠間･深野･下笠間 第31
旧多田小学校 無山･多田･染田 第32
向渕生活改善センター 向渕 第33
宇陀市室生振興センター 大野 第34
三本松集会所 三本松 第35
西谷地区公民館 砥取･滝谷･西谷･龍口 第36
室生生活改善センター 室生 第37
田口地区公民館 黒岩･田口元上田口･田口元角川･下田口 第38

室

生

区

■郵便等による不在者投票
身体に重度の障害がある人（法令に定める一定の障

害がある人に限る）は、自宅などで郵便等による不在
者投票をすることができます。この制度を利用するに
は、あらかじめ「郵便等投票証明書」の交付を受け、
投票日の4日前の4月4日（水）までに投票用紙などを
請求しなければなりません。

■開票
日時　4月8日（日）午後9時から
場所　宇陀市総合体育館

■投票区投票所一覧
投票は市内38カ所の投票所で行います。
※第34及び第35は投票所の場所が変更になりますので、ご注意ください。



27 広報うだ　2007．3

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

みんなそろって投票しましょう

奈良県知事選挙〈告示日3月22日（木）〉
奈良県議会議員選挙〈告示日3月30日（金）〉

4月8日（日）
午前7時～午後8時

■投票できる人
今回の選挙に投票できる人は、次のいずれにも該当

する人で、引き続き住民基本台帳に記載され、宇陀市
の選挙人名簿に登録されている人です。

1昭和62年4月9日以前（9日を含む）に生まれた人
2平成18年12月29日以前（29日を含む）において
住民票が作成された人、又は転入届をした人。

※県内転出をした人の場合･･･選挙人名簿に登録され
ている奈良県内の市町村から引き続いて奈良県内の
他の市町村に住所を移した人（A市からＢ市に移り、
さらにＣ市に移った人は除く）は、前の市町村で投
票する資格があります。この場合、引き続き奈良県
内の区域内に住所を有することの証明書（移住証明
書）が必要で、この証明書がないと投票できません。
【この証明書については選挙管理委員会へ問いあわ
せてください。】

※県外転出した人･･･県外転出した人は、投票できま
せん。

■投票場所
投票場所は入場整理券にも表示しています。（指定

した投票所のみで投票できます。）右記投票所一覧表
をご覧ください。

■投票所入場整理券
今回投票できる人に投票所入場整理券を世帯単位で

郵送します。（郵送は3月31日以降となります。世帯
員の一部が別送の場合もありますのでお手元に届きま
したら開封して確認してください。）
入場整理券は封筒をミシン目に沿って開封して各自

切り取ったうえで投票所の受付係へお出しください。
※入場整理券がなくても選挙資格があれば投票できま
すので、万が一入場整理券が届かなかったり、紛失
された場合は、その旨を投票所で申し出るか、選挙
管理委員会へお問い合わせください。

■期日前投票
投票日当日に次のような事由がある場合は、期日前

投票ができますので、入場整理券を持っていずれかの
期日前投票所にお越しください。（入場整理券が届い

ていない場合や、紛失した場合でも投票できます。）
◆期日前投票できる人
1投票日に仕事に従事する予定の人
2レジャーや買い物、冠婚葬祭など1以外の用務で
投票日に投票区外にいる人

3病気･けが･妊娠などのため、投票日に歩行が困難
と見込まれる人

◆期日前投票の期間と投票ができる選挙
○3月23日（金）～3月30日（金）知事選挙のみ
○3月31日（土）～4月7日（土）知事選挙及び県議
会議員選挙

※時間はいずれも午前8時30分～午後8時
◆期日前投票所の場所
○大宇陀期日前投票所　大宇陀地域事務所1階会議
室

○菟田野期日前投票所　菟田野地域事務所2階会議
室

○榛原期日前投票所　宇陀市役所1階　ふるさとテ
ラス

○室生期日前投票所　室生振興センター1階会議室
※いずれの投票所でも投票できます。

■代理投票、点字投票
身体が不自由であるなどの事由により自ら投票用紙

に候補者名を書くことができない場合は、第三者の立
ち会いのもと代理人が選挙人にかわって記載します。
また、目が不自由な人は、点字を用いて投票すること
ができます。
点字投票･代理投票を希望される人は、投票所でそ

の旨を申し出てください。

■不在者投票
都道府県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホ

ームなどに入院･入所している人は、その施設で不在
者投票ができます。
また、出張などで投票日まで他の市町村に滞在する

場合は、選挙管理委員会へ投票用紙を請求し、滞在地
の市町村の選挙管理委員会で投票することができま
す。

Y市選挙管理委員会【市役所総務課内】（182-1302）

投票日にはサイレンを吹鳴します
（投票開始の午前7時と投票所閉鎖の午後8時）

投 票 日
投票時間
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税務課からのお知らせ

所得税の確定申告は、税務署だけでなく市役所や各
地域事務所でも大変混雑します。そこで少しでも混雑
が緩和できるように、事前準備をお願いします。
また、申告･相談は本来税務署で行っていただきま

すが、利便上、簡易なものについてのみ、市役所や各
地域事務所でも受け付けます。申告の種類によっては
受け付けられないものもありますので、ご了承くださ
い。
なお、市県民税の申告はすでに受け付けていますが、
申告の内容によっては、確定申告をしていただく場合
がありますので、ご了承ください。
所得税を期限内に納めることができなければ、延滞

税がかかりますのでご注意ください。
■市役所等では、簡易な申告･相談のみ受付
給与･年金所得など簡易な所得税の申告のみを職員

が次のとおり受け付
けます。
期間　3月15日e

まで　午前9時
～午後4時

場所　宇陀市役所
（4階大会議室
等）、大宇陀地
域事務所（1階
会議室）、菟田野地域事務所（2階会議室）、室生
地域事務所（1階市民相談室）

※譲渡所得（土地･建物･株式）、青色申告、損失申
告、臨時所得、消費税、譲与税、相続税などの申
告･相談は桜井税務署（なお、確定申告期間中は、
桜井市商工会館、地図参照）で行ってください。

※公的年金を受けている人で、源泉徴収票を紛失し
た場合は、奈良社会保険事務局桜井事務所
（10744-42-0033）で再発行を受けてください。

■市県民税申告は受付中です

事前準備と自主申告を･･･所得税の確定申告、簡易な申告･相談を受付中
申告期限は3月15日E【午前9時～午後4時（土･日曜日、祝日を除く）】まで

Y税務課（182-1306）

固定資産税納税者は、次の期間、無料で縦覧（平成
19年度固定資産課税台帳･縦覧帳簿）できます。
縦覧期間　4月2日b～5月31日e（土･日曜日、祝日
を除く）午前8時30分～午後5時15分

場所　○市役所税務課　○各地域事務所（但し、区内
の土地家屋のみ）

■固定資産の縦覧について
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縦覧できる人　
■固定資産課税台帳　○所有者本人　○同居親族　○
納税義務者本人　○借地・借家人（対象物件のみ）

■縦覧帳簿　○市内に土地･家屋を所有する固定資産
税の納税者（市内に土地･家屋をお持ちでも固定資
産税が課税されていない人は対象外）

※同時に従来からの閲覧も行っています。
持ち物　印かん、本人であることが確認できるもの
（第3者は本人の委任状が必要）
※なお、課税明細については、5月に納税通知書と同
時に送付します。

軽自動車税は、毎年4月1日現在の所有者に課税され
ますので、次の方は3月中に廃車の手続きを行ってく
ださい。
●譲渡、廃車などにより軽自動車やバイクを所有しな
くなった方

●紛失、盗難などにより軽自動車やバイクを所有しな
くなった方

※個人同士の売買等で、廃車･名義変更の手続きをしな
ければ、引き続き課税されますのでご注意ください。

【廃車届出場所】
◆原動機付自転車（125cc以下の車両）⇒市税務課又
は各地域事務所

◆軽二輪車（125cc超～250cc以下）⇒県軽自動車協
会（10743-58-3700）

◆二輪小型車（250cc超）⇒近畿運輸局奈良運輸支局
（1050-5540-2063）
◆軽自動車（3･4輪）⇒軽自動車検査協会奈良事務所
（10743-58-3018）

■軽自動車･バイクの廃車届は3月中に

トラクターなどの小型特殊自動車（農耕作業用）は、
軽自動車税の対象となる車両ですので、ナンバープレ
ートの交付を受ける必要があります。購入した場合は、
必ず登録の手続きを行ってください。また、すでに所
有しているトラクターなどで未登録の車両は、登録の
手続きを行ってください。
登録場所　市税務課又は各地域事務所
持ち物 印かん･販売証明書（すでに所有している場
合は、車名･車台番号が分かるもの）

■トラクターなどの小型特殊自動車（農耕作
業用）にも軽自動車税は課税されます。

臨 時 職 員 募 集
職　種　　施設管理業務
年　齢　　満63歳未満
勤務場所　市基幹集落センター　
たかぎふるさと館（榛原区高井）

募集人員　1名
申込期間　3月5日b～14日dの間
に榛原地域事務所農林商工課
（182-5949）へ履歴書提出

まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前9時～午後5時

■「榛原区文化協会写真部」による
写真の展示

3月1日e～27日c

※入館料　無料

「いきいきタウン」放送中！
県内各市の話題をお届けする情

報番組「いきいきタウン」は、奈
良テレビ放送で毎週土曜日の午後
10時10分～10時27分、毎週日曜
日の午前10時55分～11時12分
（再放送）に放送しています。放
送の時間は変更になる場合があり
ますので、新聞のテレビ欄などで
ご確認ください。

Y秘書広報課
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音音 楽楽 のの 森森 ニニ ュュ ーー スス
室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前9時～午後5時
休館日　毎週月・火曜日

■昼下がりのコンサート
日時　毎週木曜日　午後2時～3時
※3月15日のみ、むろうコーラス練習のため午後3
時～4時

参加費　300円（飲食代）
出演　歌とトーク:音楽の森ふれあい館　荒井館長
ピアノ演奏:音楽の森スタッフ　福家明世･大山理保

■森の音楽喫茶「～春の訪れ～」
日時　3月11日a 午前10時30分～12時
朝食代（お茶付） 600円（限定50人）
お茶（クッキー付） 200円
※どちらも予約券が必要です。
出演　歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長　音楽の森ス
タッフ　古河幸子
ピアノ演奏:音楽の森スタッフ　福家明世･大山理保

■「音楽の森むろうコーラス」参加者募集
平成19年度参加者を募集します。
「音楽の森むろうコーラス」では、「音楽と食」を

テーマに、音楽療法士、荒井館長の楽しい語りと歌唱
指導により、心身ともにリラックスし、音楽の力によ
る健康づくりを進めています。練習後、季節に応じた
おやつなど「室生流のもてなし」も体験できます。
コーラスに参加して室生ならではの音楽と食の交流

を始めましょう。
活動場所　音楽の森ふれあい館
活動日　毎月第4木曜日　午後1時30分～3時
開講式　4月26日e

指導　荒井館長（まつぼっくり少年少女合唱団主宰、
日本音楽療法学会認定音楽療法士）、大山理保･福家
明世（音楽の森スタッフ、ピアニスト）

参加費　○前期（4月～9月）3,000円　○後期（10月
～3月）3,000円※おやつ代や郵送代など実費とし
ていただくものです。

■室生どんぐり児童合唱団　平成19年度参
加者募集
地域のわらべうたを

大切に歌い、掘り起こ
してきた荒井館長が、
対話やふれあい、歌を
通じて、ふるさとの心
を子どもたちに伝えま
す。
森の学習、コンサート体験･出演もあります。ぜひ

ご参加ください。
対象者　市在住の小学1年生から中学3年生
会費　6,000円（平成19年度分、1カ月500円）※テ
キスト代、ワークショップ代などは別途必要。

活動日　原則として毎月第２土曜日　午後1時30分～
3時

指導　荒井館長（日本音楽療法学会認定音楽療法士、
まつぼっくり少年少女合唱団、音楽の森むろうコー
ラスを指導）、古河幸子（音楽の森スタッフ助手）、
福家明世（音楽の森スタッフピアニスト）

開講式　4月14日g 午後1時30分～

■ギャラリー音楽の森作品募集
ギャラリー音楽の森では、展示作品を募集していま

す。彫刻･写真･絵画などジャンルは問いません。詳し
くは、お問い合わせください。
Y音楽の森ふれあい館又は室生地域事務所アートアル
カディア推進室（192-2001）

今回もサポートクラブについて知ってもらうだけで
なく、皆さんに楽しいひと時を過ごしていただきたい
と考えています。是非一度この広場にお越しください。
日時　3月7日d 午前10時～12時
場所　大宇陀幼児園　2階　会議室
対象者　○市内在住の未就園の保護者と子ども
○サポートクラブについて興味のある方
参加費　1人200円（子どものおやつは持参）
内容　○お楽しみ企画　○茶話会

■第3回子育て広場「リビングルーム」を開
催

室生山上公園芸術の森は、昨年の12月29日fから2
月28日dまで冬季休園させていただいておりました
が、3月1日eより開園させていただきます。
皆様のご来場をお待ちしています。

Y室生地域事務所アートアルカディア推進室（192-
2001）

■室生山上公園芸術の森開園のお知らせ

主催　大宇陀区子育てサポートクラブ
Y大宇陀幼児園（183-3511）
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お支払いはビール券、有名百貨店共通券 
長靴券、有名ギフト会社の商品券でもOK
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宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日（午前
8時30分～正午）、市民生活課で証明発行業
務を行っています。 
3月は10日と24日です。 
※住民基本台帳ネットワークシステム関連業
務（住民基本台帳カードの交付申請・他市町
村の住民票の発行）は行うことができません。 
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図　書　館　だ　よ　り
■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
3月13日c、27日c

1午前10時～10時30分　2午前10時45分～11
時15分　3午前11時30分～12時　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
3月14日d、28日d 午後2時45分～3時15分
★たんぽぽひろば（6歳～）
3月14日d、28日d 午後3時30分～4時
★おはなしクラブ
3月10日g、24日g

午前10時30分～11時（3～5歳）
午前11時15分～11時45分（6～12歳）
●えいが会
日時　3月31日g 午前11時～　
内容　『ねずみくんのチョッキ』
●人形劇
日時　3月17日g

1午後1時～　2午後2時～（2回公演）
演題　『だんだらぼっち』
定員　各40名（多数の場合は子ども優先）
その他 当日、カウンターにて、各回公演の30分前
に整理券を配付します。

Y中央図書館（182-4749）

【3月の休館日:5･12･19･21･26日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし会
日時　3月17日g 午前10時30分～
場所　2階セミナー室
対象 2歳から小学校低学年とその保護者
内容　○おはなし「言うなの地蔵」、「チャクリガキ
フ」○紙しばい　○カレンダーをつくろう！

●えいが会
日時　3月10日g 午前の部:午前10時～　午後の
部:午後2時～

場所　1階研修室
対象　2歳から小学校低学年とその保護者
内容　○新きかんしゃトーマス「トーマスのしっぱ
い」他　○くまの子ジャッキー

●大宇陀図書館休館日変更のお知らせ
大宇陀図書館は、文化会館の2階に設置されており

ます。文化会館の休館日変更にともない、4月より大
宇陀図書館の休館日が次のように変更となります。利
用者の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解
をお願いします。
休館日　火曜日、祝日

Y大宇陀図書館（183-0977）
【3月の休館日：7･13･14･21･22･27･28日】

各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 
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大宇陀区拾生871（183-0977）
休館日:7･13･14･21･22･27･

28日

■「宇陀の桜」作品募集
まもなく桜シーズン到来。宇陀の里にも桜が咲きほ

こります。
見慣れた桜も、写真･絵画･陶芸･粘土細工･俳句･川

柳などに表現されると、新しい魅力が発見されると思
います。
宇陀の桜にちなんだ作品をお待ちいたします。
展示期間 4月20日f～5月20日aまで
作品搬入　4月5日eまで
■「手作り作品展」作品募集
趣味やアイディアを生かした手づくりの作品

展です。
手芸･小間もの･焼きもの･粘土細工･自然を生

かした細工ものなど、アイディア作品を2回にわ
たって展示します。
みなさんの出展をお待ちいたします。
展示期間 1回目:6月1日f～30日gまで　2
回目:7月7日g～8月5日aまで

作品搬入　1回目:5月20日aまで　2回目:6月20日
dまで

■文化会館休館日変更のお知らせ
市文化会館は、指定管理者制度の導入に伴い、4月

より下記のとおり休館日が変更となります。利用者の
皆様には、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解をお
願いします。
休館日　火曜日、祝日

3月のかぎろひホール催し（2月2日現在） 
曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間 対 象曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間 対 象

日 
田 中 た だ み つ 後 援 会  
決 起 集 会  

田 中 た だ み つ 後 援 会  
午後1時30分～3時30分 

一 般
（無料）  

日 

11

18 日 地域商工業活性化講演会 
宇 陀 市  
宇陀地区商工会広域協議会 

午後1時30分～3時45分 関 係 者  

10 土 私 立 し ら ゆ り 保 育 園  
生 活 発 表 会  

私 立 し ら ゆ り 保 育 園  午 前 9 時 ～ 1 1 時 3 0 分  関 係 者  

25 日 第 3 回 民 謡 と 唄 の 祭 典  朝乙峰民謡カラオケクラブ 午前9時30分～午後5時 一 般
（無料）  



「市公共施設予約システム」とは、インターネット
に接続したパソコンから市の公共施設の空き状況の照
会や仮予約をすることができるもので、現在は15施設
でこのサービスが利用できます。このシステムを利用
して公共施設の仮予約をするためには、事前に窓口で
のユーザー登録が必要ですので、希望される方はお申
し込みください。なお、公共施設予約システムには市
ホームページからアクセスすることができます。
公共施設予約システム対象施設
○榛原総合運動場　○内牧運動場　○榛原運動場
○総合体育館　○榛原体育センター　○榛原グリー
ンテニスコート　○榛原分館（公民館）○伊那佐文
化センター　○大和富士ホール　○農林会館　○た
かぎふるさと館　○平成榛原子供のもり公園　○榛
原鳥見山公園　○天満台公園　○榛原ふれあい広場

ユーザー登録受付窓口
【市役所】社会教育課、情報システム課
【大宇陀地域事務所】地域振興課、地域教育課
【菟田野地域事務所】地域振興課、地域教育課
【榛原地域事務所】農林商工課、土木建設課
【室生地域事務所】地域振興課、地域教育課
【施設】榛原分館（公民館）、大和富士ホール、総合
体育館、室内温水プール、平成榛原子供のもり
公園

※どの窓口で登録しても、全ての対象施設が予約でき
るようになります。

ユーザー登録受付時間 各施設の休業（館）日を除く
午前8時30分から午後5時15分

持ち物 運転免許証や健康保険証など本人確認のでき
るもの

公共施設予約システム利用の流れ
窓口でユーザー登録　⇒　インターネットで空き状
況の照会･仮予約　⇒　窓口で申請手続き(インター
ネットでの予約はあくまでも仮予約です。仮予約か
ら7日以内に窓口で申請手続きを行ってくださ
い。）･使用料の納付　⇒　施設の使用

Y情報システム課（182-2121）

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

31 広報うだ　2007．3

■宇陀市公共施設予約システムについて

お　知　ら　せ

商工業の振興による地域活性化をめざし、市と宇陀
地区商工会広域協議会の共催で講
演会を開催します。
第1部の啓発講演として、具体

的な問題の創造と解決に向けた行
動を支援している、株式会社日本
総合研究所の上席主任研究員、柿
崎平先生をお招きし、宇陀地区商
工会の合併に関する調査研究結果
に基づき、その基本理念と将来ビ
ジョンについて講演していただきます。
第2部の基調講演では、代議士や三重県知事在職中

に卓越した行政手腕を発揮され、現在早稲田大学の大
学院公共経営研究科の教授として、また、新しい日本
を造る国民会議（21世紀臨調）の代表としてご活躍い
ただいている北川正恭先生に、地域の自立と産業の活
性化に向けた「商工業の活性化と行政のかかわり」に
ついて講演していただきます。
ぜひ、この機会をお見逃しなく、市民の皆さんの積

極的なご参加をお待ちしています。
日時　3月18日a 午後1時30分～3時45分（開場:午
後0時30分～）

場所　市文化会館
テーマ　「商工会の合併に向けて」～地域商工業の活
性化のために～

その他 会場への入場には「参加券」が必要です。参
加希望者は、市産業振興課、各地域事務所農林商工
課又は各商工会窓口まで「参加券」を請求してくだ
さい。（先着100名）

Y産業振興課（182-2457）又は各地域事務所農林商
工課

■地域商工業活性化事業「講演会」開催

市室内温水プールでは、市民の皆様よりご要望のあ
りました火曜日（毎月第1火曜日は機械点検等のため
除かせていただきます。）の営業を4月より開始します。
幼児、児童、生徒を対象とした水泳教室も火曜日に

開催しますので、ご利用をお待ちしております。
Y市室内温水プール（182-2200）

■市室内温水プール営業日変更のお知らせ

3月21日（祝日）の榛原･伊那佐地区の雑誌、本、
段ボールの回収分は3月7日dの新聞の回収日に繰り上
げ、雑誌、本、段ボール、新聞を合わせて収集します。
Y護美センター（182-6521）

■榛原･伊那佐地区【榛原区】の方　収集日
を変更します。（護美センター）

【北川正恭先生】
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菟
田
野
区
の
北
東
、
平
井
の
大
師
山

に
あ
る
平
井
大
師
山
石
仏
群
は
、
四
国

八
十
八
カ
所
を
模
し
た
霊
場
を
設
け
、

山
を
登
り
な
が
ら
巡
礼
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
仏
は
、
幕
末
の
石
工
丹
波
の

佐
吉
照
信
が
弟
子
た
ち
と
共
に
刻
ん
だ

も
の
で
、
お
よ
そ
百
体
の
石
仏
が
大
師

山
を
と
り
ま
い
て
お
り
、
各
石
仏
に
は
、

本
尊
を
浮
彫
に
し
、
霊
場
番
号
・
本
尊

仏
名
・
霊
場
寺
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。こ

の
霊
場
は
、
嘉
永
・
安
政
の
頃

（
一
八
四
八
〜
一
八
五
九
）
に
各
地
の

施
主
に
よ
っ
て
寄
進
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
台
石
に
は
寄
進
者
の
住
所
・
氏
名

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
十
九
番
立
江
寺
の
地
蔵

第
14
回
　
菟
田
野
区

「
平
井
大
師
山
石
仏
群
」

石
仏
は
権
現
造
り
の
石
像
覆
屋
内
に
安

置
し
て
あ
り
、
大
本
佐
吉
照
信
の
銘
が

あ
っ
て
、
小
形
な
が
ら
も
秀
作
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

至曽爾・御杖 

内牧体育館 ● 

● 
● 

● 

たかぎふるさと館 

伊那佐文化センター 

水分神社 

● 平井大師山石群 

Ｒ369

Ｒ166

こ
の
石
仏
の
あ
る
大
師
山
は
、
樹
齢

３
０
０
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
山
桜
や

モ
ッ
コ
ク
な
ど
が
あ
り
、
特
に
、
高
さ

18
メ
ー
ト
ル
・
樹
周
り
３
メ
ー
ト
ル
の

山
桜
は
、
毎
年
４
月
の
開
花
時
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

ま
た
、
春
は
桜
や
ツ
ツ
ジ
、
秋
は
コ

ス
モ
ス
・
紅
葉
と
四
季
折
々
の
景
色
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
近
隣
の
見
晴
ら

し
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。

大
師
山
に
あ
る
大
師
寺
で
は
、
毎
年

３
月
21
日
に
平
井
大
師
寺
会
式
を
開
催

し
、
盛
大
に
法
要
が
い
と
な
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
、
護
摩
供
養
も
併
せ

て
行
わ
れ
ま
す
。
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